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�����今月の主なページ 

 2 成人式 
 4 スペシャルオリンピック 
 6 平成17年度区長会 
 8 武石村消防団出初め式 
 10 人権教育紙上講座 
 11 健康センター通信 
 13 こんにちは社協です 
 15 水田転作について 
 17 12月定例村議会 
 23 暮らしの便利帳 
 24 戸籍の窓 

平成１７年２月１日 �����今月の人口・世帯 
人口……4,313人　世帯……1,455戸 

　新春恒例の成人式が中央公民館を会場に行われました。 

　新たに成人を迎えた61人が色鮮やかな着物やスーツに身

を包み、大人への仲間入りをしました。 

　夢と希望を大切にこれからの活躍に期待しています。 
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と
っ
て
も
、
税
金
や
福
祉
、
教
育
、
経
済
な
ど
、
政
治
は
身
近
な
暮
ら
し
と

権
利
に
直
接
か
か
わ
る
問
題
で
す
。

自
分
た
ち
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
の
代
表
者
を
選
ぶ
の
が
選
挙
で
す
か

ら
、
他
人
任
せ
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち
は
選
挙
を
通
し
て
、
ど
ん

な
社
会
に
し
て
い
き
た
い
か
、
自
分
の
意
見
を
示
す
一
票
を
権
利
と
し
て
与

え
ら
れ
て
い
る
と
同
時
に
、そ
れ
に
対
す
る
責
任
を
も
負
っ
て
い
る
の
で
す
。

自
分
が
選
ぶ
政
党
や
候
補
者
の
政
策
、
考
え
方
な
ど
は
、
当
然
、
事
前
の

情
報
と
し
て
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
選
挙
の
期
間
は
、
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
の
政
見
放
送
や
新
聞
、
ビ
ラ
な
ど
の
各
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
を
し

っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

医
療
を
支
え
る
「
献
血
」
へ
の
協
力
は
、

健
康
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
行
う
こ
と
が
で

き
、
医
療
に
貢
献
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

一
つ
で
す
。

人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
血
液
は
、
医
学
の
発
達
し
た

現
在
で
も
、
人
工
的
に
つ
く
り
だ
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
病
気
や
け
が
の
治
療
の
た
め

に
血
液
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
多
く
の
人

の
善
意
に
よ
る
献
血
は
医
療
を
支
え
る
重
要

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

献
血
の
方
法
に
は
、
四
百
ml
献
血
、
二
百

ml
献
血
、
成
分
献
血
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
を
迎
え
、
献
血
の

世
界
で
は
若
い
人
た
ち
か
ら
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
成
人
と
な
っ
た
若
い
皆
さ
ん
に
も
、
献
血
へ
多
く
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

答辞を述べる依田芙美子さん

○
責
任
も
持
っ
て
行
動
し
、
毎
日
を

楽
し
く
生
活
し
た
い

○
二
十
歳
に
な
っ
た
の
で
自
分
に
責

任
を
持
っ
て
行
動
し
た
い

○
将
来
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う

な
職
業
に
つ
き
た
い

○
知
識
の
向
上
を
目
指
し
て
頑
張
り

た
い

○
社
会
人
と
し
て
責
任
感
を
持
っ
て

行
動
し
た
い

○
節
度
あ
る
行
動
と
っ
て
い
き
た
い

○
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
人

か
ら
頼
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い

○
自
覚
を
持
っ
て
や
る
こ
と
は
ち
ゃ

ん
と
や
る
大
人
に
な
り
た
い

○
周
り
の
人
に
慕
わ
れ
尊
敬
さ
れ
る

よ
う
な
人
に
な
り
た
い

○
物
事
を
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
行
動
で

き
る
大
人
に
な
り
た
い

○
自
立
で
き
る
大
人
に
な
り
た
い

○
飛
躍
の
年
に
な
る
の
で
何
事
に
も

負
け
ず
に
が
ん
ば
り
た
い

○
就
職
も
決
ま
り
こ
れ
か
ら
社
会
に

出
て
行
く
が
頑
張
っ
て
い
き
た
い

○
就
職
が
決
ま
っ
て
一
日
も
早
く
社

会
人
と
し
て
認
め
て
も
ら
い
た
い

○
学
ぶ
こ
と
や
経
験
す
る
こ
と
が
多

い
と
思
う
が
何
事
に
も
頑
張
っ
て

い
き
た
い（

新
成
人
の
抱
負
を
抜
粋
）

は
た
ち
の
献
血 

司会の宮原真統さん

二
十
歳
を
迎
え
て

あ
な
た
の
抱
負
は
何
で
す
か
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年
金 

新
春
恒
例
の
成
人
式
が
、
元
旦
の
十

一
時
か
ら
中
央
公
民
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
成
人
を
迎
え
た
の
は
、
昭
和
五

十
九
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
六
十
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
村
内
出
身
者

や
村
内
在
住
の
六
十
一
人
で
す
。

選
挙
は
、
わ
た
し
た
ち
が
政
治
に
参
加
す

る
重
要
な
機
会
で
す
。
二
十
歳
に
な
っ
た
人

は
、
そ
の
選
挙
に
参
加
す
る
権
利
、
国
会
議

員
や
地
方
議
会
の
議
員
、
自
治
体
の
首
長
を

選
ぶ
「
選
挙
権
」
を
も
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

政
治
に
は
あ
ま
り
関
心
が
な
い
と
い
う
人
に

日
本
に
住
む
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の

人
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
働
く
世
代

が
納
め
る
保
険
料
で
そ
の
親
の
世
代
の
生
活

を
支
え
る
、
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
に
よ

っ
て
成
り
立
つ
公
的
年
金
制
度
で
す
。
公
的

年
金
は
、
物
価
の
変
化
に
応
じ
て
年
金
額
が

改
定
さ
れ
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
老
後
に
受
け
取
る

老
齢
年
金
だ
け
で
な
く
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
も
あ
り
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
家
族
の
安
心
を
守
る
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き

は
、
役
場
の
年
金
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
二
十
歳
前
に
就
職
さ
れ
、
社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
の
手

続
き
は
不
要
で
す
。

〜
61
人
が
大
人
の
仲
間
入
り
〜
 

祝 

成  

人  

式国
民
年
金
の
加
入 

20歳からの

義務

選
　
挙
　
権 

20歳からの

権利

成人を迎えられたみなさん
（敬称略・順不同）

鳥
　
　
屋
●
近
藤
さ
や
か
・
小
沢
　
　
翔
・
幅
屋
　
省
吾

吉
田
　
佑
子
・
宮
島
　
将
和
・
武
井
美
由
紀

伊
藤
　
　
一
・
依
田
芙
美
子

沖

●
上
野
け
さ
実
・
下
村
由
佳
梨
・
安
齋
　
高
弘

村
松
　
和
幸
・
田
中
　
章
詩
・
服
部
加
奈
子

林
　
　
雅
也
・
笹
平
　
　
悟
・
北
澤
和
歌
子

井
出
　
幸
司
・
五
十
嵐
浩
樹

薮
　
　
合
●
矢
澤
　
裕
太
・
柴
田
み
ゆ
き
・
堀
　
ゆ
か
り

望
月
　
信
志
・
斎
藤
　
康
子

中
　
　
島
●
樋
沢
直
美

七
　
　
ヶ
●
青
山
　
麻
美
・
新
井
　
人
実
・
黒
岩
　
友
幸

松
代
　
隆
秀
・
清
住
　
直
希
・
飯
田
枝
里
子

依
田
　
　
敦
・
飯
田
　
　
恵
・
瀧
澤
　
　
侑

宮
原
　
真
統
・
中
嶋
　
百
恵
・
伊
藤
　
　
純

斉
藤
　
広
美
・
松
井
　
紫
保

堀

之

内
●
掛
川
　
拓
成
・
掛
川
　
恭
平
・
永
井
紗
友
里

柳
澤
　
孝
誠
　

市

之

瀬
●
滝
沢
　
夕
羽
・
栗
原
　
由
宇
・
栗
原
佳
代
子

掛
川
　
幸
伸

下

本

入
●
荻
原
　
明
恵
・
芹
澤
　
実
穂

上
小
寺
尾
●
小
林
　
泰
智
・
宮
下
　
俊
樹
・
竹
内
　
博
和

唐
　
　
沢
●
竹
内
純
一

小

沢

根
●
中
原
健
一
朗
・
古
平
　
由
香
・
岡
村
　
駿
佑

小
山
　
沙
織
・
竹
内
　
侑
子

余
　
　
里
●
伏
見
　
孝
弘
・
中
川
　
一
枝
・
竹
内
　
直
人
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サ
ン
マ
リ
ノ
共
和
国

選
手
団
が
武
石
村
へ

今
回
の
冬
季
世
界
大
会
に
は
、
約

八
十
の
国
や
地
域
か
ら
三
千
人
を
超

え
る
選
手
団
が
長
野
県
に
や
っ
て
来

ま
す
。
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
世
界
大
会
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

な
ど
と
違
い
大
規
模
な
選
手
村
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
代
わ
り
、
こ
の
大

会
な
ら
で
は
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
名

付
け
ら
れ
た
独
自
の
事
業
は
、
地
方

自
治
体
や
民
間
団
体
な
ど
が
選
手
団

の
受
け
入
れ
主
体
と
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
が
特
色
あ
る
内
容
で
選
手
団
を
も

て
な
し
ま
す
。

世
界
中
か
ら
集
ま
る
ア
ス
リ
ー
ト

と
地
域
の
み
な
さ
ん
と
の
触
れ
合
い

は
、
言
葉
や
障
害
を
越
え
た
貴
重
な

交
流
の
場
と
な
る
と
と
も
に
、
心
が

こ
も
っ
た
歓
迎
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
に

と
っ
て
何
よ
り
の
励
み
に
な
り
、
大

切
な
思
い
出
に
も
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。武

石
村
で
は
、
二
月
二
十
二
日
か

ら
二
十
五
日
ま
で
、
イ
タ
リ
ア
半
島

の
中
部
に
位
置
す
る
サ
ン
マ
リ
ノ
共

和
国
選
手
団
、
約
十
人
を
受
け
入
れ

ま
す
。
村
内
の
お
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
な
が
ら
の
交
流
事
業
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

H o s t   T o w n   P r o g r a m
SOWWG M-99

ホストタウンプログラム
～スペシャルオリンピックス世界大会の

最も重要で大切な事業
それがホストタウンプログラム～

サンマリノ共和国

（Repubblica di San Ｍarino）

・公用語…イタリア語
・首都……サンマリノ
・面積……61�
・人口……28,503人

（2004年総計）
・通貨……ユーロ

写真提供：SO日本

写真提供：SO日本

�1日目 2月22日（火） 

 午後（夕方） 成田空港⇒武石村に到着歓迎会（ホストファミリーとの対面）アトラクション、交流会 

 夜 ホストファミリー宅で夕食・宿泊 

�2日目 2月23日（水） 

 午前 ホストファミリー宅で朝食　休養orトレーニング（スキー場移動） 

 昼 武石小学校で昼食・交流会 

 午後 休養・温泉体験 

 夜 ホストファミリー宅で夕食・宿泊 

�3日目 2月24日（木） 

 午前 ホストファミリー宅で朝食　国際法執行者によるトーチラン参加（丸子町） 

 午後 昼食・近隣町村ホストタウンとの交流会（丸子町・長門町・和田村・武石村） 

  終了後ホストファミリー宅で休養・夕食・宿泊 

�4日目 2月25日（金） 

 午前 ホストファミリー宅で朝食　観光・ショッピング 

 昼 全員で食事（そば等） 

 午後 競技会場・宿泊施設へ移動 
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一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
年
）、

米
国
の
一
人
の
女
性
が
、
自
宅
の
庭

を
知
的
発
達
障
害
者
に
開
放
し
ま
し

た
。
彼
女
の
願
い
は
、
知
的
ハ
ン
デ

ィ
を
持
つ
が
故
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
な
い
人
に
、
チ
ャ
ン

ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
し
た
。

そ
の
願
い
は
か
な
え
ら
れ
ま
し

た
。
世
界
規
模
に
ま
で
大
き
く
成
長

し
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

世
界
大
会
が
、
こ
の
冬
、
長
野
県
に

や
っ
て
来
ま
す
。

ポ
ー
ツ
組
織
で
す
。
Ｓ
Ｏ
で
は
、
こ

れ
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
す
る

知
的
発
達
障
害
者
を
ア
ス
リ
ー
ト
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

Ｓ
Ｏ
が
提
供
す
る
継
続
的
な
ス
ポ

ー
ツ
活
動
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
の

健
康
や
体
力
増
進
、
競
技
力
の
向
上

を
促
進
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
多
く

の
人
た
ち
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
ア

ス
リ
ー
ト
の
社
会
性
を
は
ぐ
く
ん
で

い
き
ま
す
。
適
切
な
指
導
と
励
ま
し

が
あ
れ
ば
、
ア
ス
リ
ー
ト
は
少
し
ず

つ
で
も
確
実
に
上
達
し
、
自
立
へ
の

意
識
を
高
め
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

〜
そ
の
競
技
会
の
特
徴
〜

ア
ス
リ
ー
ト
が
住
む
地
域
で
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
に
準
じ
た
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
コ
ー
チ
を
務
め
ま
す
。

Ｓ
Ｏ
の
競
技
会
は
、
地
区
ご
と
の
大

会
か
ら
今
回
の
世
界
大
会
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
規
模
で
行
わ
れ
、
そ
の
ル

ー
ル
に
は
他
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
異

な
る
独
自
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
競
技
能
力
別
の
ク
ラ
ス
分

け
が
あ
り
、
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
は
同

じ
競
技
レ
ベ
ル
で
競
い
ま
す
。
ま
た
、

競
技
会
の
予
選
落
ち
は
な
く
全
員
が

決
勝
に
進
み
、
最
後
ま
で
競
技
を
や

り
終
え
た
一
人
ひ
と
り
の
健
闘
を
た

た
え
、
全
員
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。
予

選
、
決
勝
を
問
わ
ず
常
に
全
力
を
出

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
予
選
で
余
力

を
残
す
な
ど
の
場
合
は
失
格
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

SOWWG M-99写真提供：SO日本

Special OlympicsSpecial Olympics

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

―
冬
季
世
界
大
会
が
や
っ
て
来
る
―

写真提供：SO日本

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

〜
そ
の
意
味
と
意
義
〜

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

（
略
し
て
Ｓ
Ｏ
）
と
は
競
技
会
や
イ
ベ

ン
ト
の
名
称
で
は
な
く
、
知
的
発
達

障
害
者
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
、
そ
の
成
果
の
発

表
の
場
で
あ
る
競
技
会
を
、
年
間
を

通
じ
て
提
供
し
て
い
る
国
際
的
な
ス
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▽
16
年
度
の
実
施
地
区
（
上
本
入
字
巣

栗
・
内
之
山
の
一
部
地
区
）
の
一
筆

調
査
地
仮
閲
覧
は
平
成
17
年
６
月
予

定
。

▽
15
年
度
の
実
施
地
区
（
上
本
入
字
巣

栗
・
内
之
山
の
一
部
地
区
）
の
本
閲

覧
は
平
成
17
年
12
月
予
定
。

▽
16
年
度
を
持
っ
て
現
地
調
査
は
計
画

完
了
と
な
り
ま
し
た
。

◆
商
工
観
光
関
係

▽
番
所
ヶ
原
ス
キ
ー
場
は
３
月
ま
で
営

業
。
う
つ
く
し
の
湯
は
毎
週
水
曜
日

が
定
休
日
。
雲
渓
荘
は
年
中
無
休
。

ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
の
開
通
予
定
日
は

平
成
17
年
４
月
23
日
。

建
設
環
境
課
関
係

◆
除
雪
等
に
つ
い
て

▽
例
年
ど
お
り
各
区
で
除
雪
機
械
所
有

者
に
委
託
を
お
願
い
し
ま
す
。
除
雪

費
用
の
請
求
は
区
長
さ
ん
確
認
の

上
、
４
月
末
日
ま
で
に
請
求
書
を
建

設
環
境
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
道
路
が
凍
結
し
て
塩
カ
ル
が
必
要
な

場
合
は
、
役
場
に
取
り
に
来
て
く
だ

さ
い
。

◆
路
上
駐
車
の
禁
止
・
道
路
上
に
は

み
出
し
た
生
垣
や
木
の
枝
の
処
理
。

◆
河
川
モ
ニ
タ
ー
に
つ
い
て

▽
任
期
が
平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
後
任
の
選
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
下
水
道
の
つ
な
ぎ
込
み
の
促
進

▽
武
石
地
区
83
・
４
％
、
本
入
地
区

71
・
８
％
、
余
里
小
沢
根
地
区
57
・

７
％
。（
12
月
末
現
在
）

◆
水
道
の
凍
結
防
止
に
つ
い
て

▽
偶
数
月
に
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ボ
ッ
ク
ス
上

の
雪
は
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
環
境
衛
生
関
係
に
つ
い
て

▽
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
と
分
別

の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
洗

濯
機
は
小
売
店
で
の
有
料
に
よ
る
引

き
取
り
で
す
。

▽
伝
統
行
事
及
び
庭
先
の
た
き
火
な
ど

の
軽
微
な
焼
却
以
外
は
原
則
と
し
て

禁
止
で
す
。

▽
平
成
14
年
12
月
か
ら
家
庭
用
焼
却
炉

の
使
用
が
禁
止
で
す
。

▽
犬
の
放
し
飼
い
の
苦
情
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
周
知
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
昨
年
に
引
き
続
き
、
６
月
の
第
１
日

曜
日
（
予
定
）
に
各
衛
生
自
治
会
単

位
で
村
内
一
斉
清
掃
を
実
施
予
定
。

保
健
福
祉
課
・
診
療
所
関
係

◆
各
種
保
健
事
業
、
予
防
接
種
、
結

核
予
防
事
業
、
食
生
活
改
善
事
業

等
の
各
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
診
療
所
の
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時

30
分
か
ら
11
時
30
分
で
す
。
毎
週

木
曜
日
の
午
後
５
時
か
ら
６
時
ま

で
、
時
間
外
診
療
を
し
て
い
ま
す
。

◆
休
診
日
は
、
土
曜
日
、
日
曜
日
、

国
民
の
休
日
等
で
す
。

◆
休
日
・
夜
間
の
急
患
に
つ
い
て

▽
役
場
の
当
直
者
が
窓
口
と
な
り
看
護

師
と
連
絡
を
取
り
ま
す
が
、
診
察
を

行
う
ま
で
30
分
か
ら
１
時
間
前
後
の

時
間
を
要
し
ま
す
。
緊
急
時
に
は
１

１
９
番
へ
救
急
車
を
要
請
し
て
く
だ

さ
い
。

保
育
園
関
係

◆
在
園
児
数
は
、
１
１
６
人
で
す
。

◆
核
家
族
化
の
進
行
や
働
く
母
親
が

多
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
最
近
の

入
所
傾
向
は
、
未
満
児
（
０
〜
２

歳
児
）
の
入
所
や
、
延
長
保
育
等

が
増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。

◆
保
育
時
間
に
つ
い
て

▽
平
日
は
午
前
８
時
15
分
〜
午
後
４
時

15
分
、
土
曜
日
は
午
前
８
時
15
分
〜

正
午
ま
で
。

▽
早
朝
保
育
は
午
前
７
時
30
分
か
ら
受

け
入
れ
ま
す
。

▽
延
長
保
育
は
午
後
４
時
15
分
〜
午
後

７
時
ま
で
。

◆
行
事
予
定

村
に
昔
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
行
事

や
お
祭
り
等
を
で
き
る
だ
け
多
く
体

験
さ
せ
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
年
寄
り
の
方
々
と
の
ふ
れ

あ
い
を
大
切
に
と
、
隣
接
す
る
「
や

す
ら
ぎ
」
や
「
と
も
し
び
」
と
の
交

流
会
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
関
係

◆
学
校
教
育
関
係

▽
武
石
小
学
校
の
児
童
数
は
２
２
５
人

で
す
。
卒
業
式
は
３
月
17
日
で
す
。

▽
依
田
窪
南
部
中
学
校
の
生
徒
数
は
２

８
８
人
で
す
。（
う
ち
武
石
村
生
徒

数
１
２
３
人
）
卒
業
式
は
３
月
16
日

で
す
。

▽
平
成
16
・
17
年
度
で
依
田
窪
南
部
中

学
校
屋
内
運
動
場
及
び
プ
ー
ル
建
設

を
し
て
い
ま
す
。

◆
社
会
教
育
関
係

▽
第
12
回
と
も
し
び
の
里
芸
能
祭
は
２

月
20
日
。

▽
文
化
祭
は
11
月
５
日
〜
６
日
予
定
。

▽
子
育
て
支
援
、
青
少
年
育
成
、
芸

能
・
文
化
活
動
、
人
権
教
育
の
推
進

や
図
書
室
の
利
用
促
進
な
ど
引
き
続

き
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
社
会
体
育
関
係

▽
分
館
親
善
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
は
３
月
13
日
。

▽
と
も
し
び
の
里
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
５
月
中
旬
頃
。

▽
夏
祭
り
球
技
大
会
は
８
月
15
日
。

▽
村
民
体
育
祭
は
10
月
２
日
。

▽
と
も
し
び
の
里
駅
伝
大
会
は
10
月
23

日
。

▽
分
館
親
善
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
は

10
月
30
日
。

◆
依
田
窪
南
部
３
ヵ
町
村
中
間
教
室

（
ふ
れ
あ
い
教
室
）
に
つ
い
て

▽
武
石
村
、
長
門
町
、
和
田
村
３
町
村

合
同
に
よ
る
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り

児
童
・
生
徒
等
を
対
象
と
し
た
支
援

事
業
。
場
所
は
、
旧
権
現
保
育
園
を

利
用
。

◆
と
も
し
び
博
物
館
関
係

▽
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
祭
り
１
月
29

日
。

▽
萩
ま
つ
り
９
月
中
旬
。

▽
茶
灯
会
10
月
中
旬
。

▽
と
も
し
び
茶
会
・
特
別
展
は
11
月
上

旬
。

▽
開
館
は
４
月
か
ら
12
月
ま
で
。
１
月

か
ら
３
月
ま
で
の
冬
期
休
館
中
で
も

特
別
イ
ベ
ン
ト
や
茶
道
教
室
に
は
随

時
開
放
。

社
会
福
祉
協
議
会
関
係

◆
心
配
ご
と
相
談
所
に
つ
い
て

▽
毎
月
一
回
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
午

前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
開
設
し
ま

す
。

◆
結
婚
相
談
所
に
つ
い
て

▽
毎
月
１
回
（
８
日
）
に
丸
子
町
ふ
れ

あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
午
前
９
時

か
ら
正
午
ま
で
開
設
。
随
時
受
け
付

け
で
き
ま
す
。

◆
各
種
会
費
・
募
金
等
に
つ
い
て
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
赤
社
費
…
…
…
…
…
５
月
頃

▽
社
会
福
祉
協
議
会
費
…
８
月
頃

▽
赤
い
羽
根
共
同
募
金
…
10
月
頃

▽
１
円
玉
募
金
…
…
…
…
10
月
頃
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鳥屋………… 内田　道夫
沖…………… 斉藤　正俊
薮合………… 河野査崇人
中島………… 樋沢　卓己
七ケ………… 宮下　伸夫
片羽………… 小山雄一郎
堀之内……… 小山　常人
市之瀬……… 栗原　宏方
下本入……… 金子　哲美
権現………… 斉藤　　勲
下小寺尾…… 池内　恒雄
上小寺尾…… 小山　　寛
唐沢………… 竹内　甲造
築地原……… 橋詰　文雄
大布施巣栗… 橋詰　良一
西武………… 鈴木　正照
小沢根……… 滝沢　　功
余里………… 清住　篤男

平
成
17
年
度

区
長
会

総
務
課
関
係

◆
配
布
物
の
依
頼
に
つ
い
て

▽
毎
月
末
の
平
日
を
原
則
と
し
ま
す
。

◆
東
信
地
区
交
通
災
害
共
済
の
加
入

推
進
に
つ
い
て

▽
掛
金
は
１
人
５
０
０
円

◆
消
防
関
係

▽
冬
季
は
河
川
や
用
水
路
等
の
水
利
が

悪
い
状
態
な
の
で
、
火
の
元
の
注
意

と
初
期
消
火
を
徹
底
す
る
。

▽
山
仕
事
や
炭
焼
き
等
で
多
量
の
煙
が

昇
る
場
合
は
、
事
前
に
依
田
窪
南
部

消
防
署
（
68
‐
０
１
１
９
）
へ
の
連

絡
届
出
を
徹
底
す
る
。

▽
消
防
団
員
の
確
保
が
困
難
な
状
況
な

た
め
、
新
入
団
員
の
加
入
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

◆
防
犯
・
交
通
安
全
関
係

▽
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
及
び
防
犯
灯
の
設
置

要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

企
画
財
政
課
関
係

◆
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

▽
合
併
地
区
懇
談
会
を
１
月
17
日
か
ら

26
日
ま
で
開
催
。
市
町
村
合
併
住
民

投
票
は
２
月
中
旬
を
予
定
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
。

◆
統
計
調
査
に
つ
い
て

▽
農
林
業
セ
ン
サ
ス
（
平
成
17
年
２
月

１
日
）、
国
勢
調
査
（
平
成
17
年
10

月
１
日
）

◆
新
交
通
体
系
の
検
討
に
つ
い
て

▽
ア
ン
ケ
ー
ト
は
集
計
中
。（
合
併
の

行
方
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、
実
施
時

期
と
方
法
は
検
討
中
）

住
民
課
関
係

◆
納
税
相
談
に
つ
い
て

▽
２
月
16
日
か
ら
３
月
14
日
ま
で
実
施

し
ま
す
。
な
お
、
鳥
屋
、
沖
、
下
本
入
、

下
小
寺
尾
、
築
地
原
、
小
沢
根
、
余

里
の
各
地
区
に
お
き
ま
し
て
は
公
民

館
等
の
会
場
を
お
借
り
い
た
し
ま
す
。

産
業
振
興
課
関
係

◆
水
稲
生
産
調
整
に
つ
い
て

▽
平
成
17
年
度
調
整
割
当
予
定
面
積
は

16
年
度
並
み
。

◆
毛
虫
・
外
来
雑
草
駆
除
に
つ
い
て

▽
ア
レ
チ
ウ
リ
な
ど
早
め
の
対
応
。

◆
土
地
改
良
事
業
の
分
担
金
に
つ
い
て

◆
手
づ
く
り
農
村
支
援
事
業
に
つ
い

て
（
県
単
）

▽
事
業
概
要
　
参
加
者
は
10
人
以
上
で

定
額
５
万
円
の
補
助
。
環
境
に
配
慮

し
た
農
業
農
村
整
備
な
ど
が
対
象
。

◆
水
路
等
の
管
理
に
つ
い
て

▽
ゴ
ミ
や
除
雪
等
に
よ
り
、
水
路
が
つ

ま
っ
た
場
合
は
、
各
区
で
対
応
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
水
路
改
修
工
事
に
と
も
な
う
断
水
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
狩
猟
期
の
事
故
防
止
に
つ
い
て

▽
狩
猟
期
　
平
成
16
年
11
月
15
日
か
ら

平
成
17
年
２
月
15
日
。

◆
有
害
鳥
獣
駆
除

▽
駆
除
期
間
　
平
成
17
年
２
月
20
日
か

ら
３
月
31
日
と
平
成
17
年
４
月
15
日

か
ら
10
月
31
日
（
随
時
）

◆
松
く
い
虫
防
除
に
つ
い
て

▽
早
期
発
見
早
期
駆
除
に
よ
り
所
有
者

に
連
絡
す
る
前
に
伐
採
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

◆
国
土
調
査
関
係

▽
15
年
度
の
実
施
地
区
（
上
本
入
字
上

小
寺
尾
・
大
布
施
の
一
部
地
区
）
の

本
閲
覧
は
平
成
17
年
３
月
予
定
。

区長会長には下小寺尾区長の池内恒雄さん
副 会 長には薮合区長の河野査崇人さん

平
成
十
七
年
の
各
地
区
の
区
長
さ
ん
が
決
ま
り
、
一
月
十
一
日
に
中
央
公
民
館
で

区
長
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

区
長
会
で
は
、
会
長
、
副
会
長
の
選
任
の
他
、
今
年
村
が
進
め
る
諸
事
業
や
施
策

な
ど
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
新
区
長
さ
ん
に
ご
協
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
区
長
さ
ん
に
は
今
年
一
年
間
、
区
・
村
行
政
の
多
面
に
わ
た
り
、
大
変
ご
苦
労

を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
前
区
長
さ
ん
の
多
大
な
る
ご
尽
力
に
対
し
て
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
区
長
会
で
協
議
さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
一
部
要
約
・
抜
粋
）

新区長さんは
次の方々です。

（敬称略）

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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一
席
　
老
い
し
身
に
こ
の
頃
重
き
農
な
れ
ど
子
等
持
ち
行
く
が
生
が
い
と
な
る 

松
久
　
立
子 

二
席
　
羽
織
は
か
ま
つ
け
し
男
の
子
の
七
五
三
神
妙
な
る
は
神
前
の
み
ぞ 

徳
武
　
信
彦 

三
席
　
登
校
の
孫
の
姿
に
は
げ
ま
さ
れ
今
日
も
一
日
農
に
い
そ
し
む 

荻
原
　
幸
江 

一
席
　
い
ゝ
話
何
度
聞
い
て
も
笑
顔
出
る 

滝
沢
　
清
美 

二
席
　
道
草
も
で
き
ぬ
都
会
の
子
が
哀
れ 

滝
沢
千
穂
子 

三
席
　
主
去
り
て
独
り
言
い
う
癖
が
つ
き 

松
久
　
立
子 

俳
　
句
　
　
　
　
矢 

嶋 

　
薫 

先
生 

選 

川
　
柳
　
　
　
　
臣 

川 

南 

月 

先
生 

選 

短
　
歌
　
　
　
　
　
近 

藤 

芳 

仙 

先
生 

選 

一
席
　
白
鷺
や
も
み
じ
の
山
を
い
ろ
ど
り
て 

松
久
　
立
子 

二
席
　
霜
予
報
最
後
の
菊
を
佛
前
に 

滝
沢
　
清
美 

三
席
　
跡
継
ぎ
が
初
め
て
咲
か
す
稲
の
花 

依
田
　
春
雄 

　
新
春
恒
例
の
詩
歌
展
に
は
、た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
本
年
は
、短
歌
で
十
七
首
、俳
句
で
八
句
、川
柳
で
十
首
、都
合
三
十
五
点
の
作

品
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
三
席
ま
で
に
入
選
さ
れ
た
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
） 

〔
係
〕 

◇
金
子
智
子 

― 

税
務
係
兼
国
民
年
金
係 

◇
岩
井
智
恵
子 

― 

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
介
護
係 

◇
清
住
朋
也 

― 

兼
ね
て
企
画
財
政
課
企
画
財
政
係 

◇
近
藤
貴
雄 

― 

兼
ね
て
総
務
課
庶
務
係 

職
員
人
事
異
動 

（
一
月
一
日
付
け
） 

あ
る
じ 

お 

西
武
で
畜
産
業
を
営
ん
で
い
る
斉
藤
敏
夫

さ
ん
が
「
第
25
回
信
州
肉
牛
（
長
野
県
産
）
枝

肉
共
励
会
」
で
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
し
た
斉
藤
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し

た
と
こ
ろ
「
肉
牛
は
約
20
年
前
か
ら
始
め
、

現
在
は
肉
牛
90
頭
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
10
頭
を

飼
っ
て
い
る
。
子
牛
を
買
っ
て
き
て
約
30
ヵ

月
育
て
て
売
り
物
の
肉
牛
に
な
る
。
仕
事
は

休
み
な
し
で
大
変
だ
が
、
今
回
、
県
知
事
賞

を
い
た
だ
い
て
励
み
に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら

も
安
心
で
お
い
し
い
肉
牛
を
提
供
し
た
い
。」

と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

【
元
気
な
村
を
願
い
、
村
の
中
に
、

元
気
な
風
を
送
り
つ
づ
け
る
私
達
】

武
石
村
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
協
議
会
（
会

長
　
児
玉
け
さ
み
さ
ん
）
は
、
長
野
県
主
催

の
「
平
成
16
年
度
農
村
女
性
き
ら
め
き
コ
ン

ク
ー
ル
・
組
織
活
動
の
部
」
で
、
最
優
秀
賞

で
あ
る
知
事
賞

を
受
賞
し
、
12

月
１
日
に
長
野

市
で
行
わ
れ
た

農
村
女
性
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に

お
い
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
と

し
て
、
子
供
達
と
農

業
を
通
し
て
ふ
れ
あ

う
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」

で
の
さ
つ
ま
い
も
づ
く
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

や
小
中
学
校
へ
お
や
き
の
提
供
、
ま
た
、
こ

の
地
域
の
味
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
始
ま
っ
た
み
そ
づ
く
り
等
の
活
動
成

果
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
活
動
は
昭
和
30
年
ご

ろ
か
ら
盛
ん
と
な
り
、
現
在
は
会
員
数
22
名

で
お
や
き
班
、
簿
記
班
、
み
そ
班
、
ふ
れ
あ

い
園
の
４
班
に
よ
り
、
各
班
長
を
中
心
に
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

西
武
の
斉
藤
敏
夫
さ
ん

県
知
事
賞
を
受
賞

「
平
成
16
年
度
農
村
女
性
き
ら
め
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
協
議
会

知
事
賞

（
最
優
秀
賞
）

武
石
村
消
防
団
出
初
め
式
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平
成
十
七
年
の
新
春
を
飾
る
武
石

村
消
防
出
初
め
式
が
、
一
月
九
日
に

中
央
公
民
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
消
防
団
員
を
は
じ
め
婦

人
消
防
隊
員
の
み
な
さ
ん
な
ど
約
二

百
名
が
参
加
す
る
中
、
佐
藤
消
防
団

長
の
式
辞
や
団
員
に
よ
る
消
防
活
動

に
対
す
る
力
強
い
代
表
宣
誓
の
ほ
か
、

功
績
の
あ
っ
た
団
員
に
対
し
て
、
県

消
防
協
会
表
彰
十
八
名
、
上
小
消
防

協
会
表
彰
九
名
、
村
消
防
団
長
表
彰

二
十
三
名
の
合
計
五
十
名
に
そ
れ
ぞ

れ
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
終
了
後
に
は
Ｊ
Ａ
武

石
支
所
前
か
ら
郵
便
局
前
ま
で
分
列

行
進
が
行
わ
れ
、
来
賓
の
皆
さ
ん
や

近
所
の
皆
さ
ん
が
見
守
る
中
、
消
防

団
長
を
先
頭
に
団
旗
、
婦
人
消
防
隊

員
、
各
分
団
員
、
緊
急
車
両
の
行
進

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
二
月
十
六
日
、
小
学
校
四
年
生

が
河
川
公
園
で
炭
焼
き
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
四
年
生
ク
ラ
ス
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
（
西
武
・
武
井
孝
雄
さ
ん
、

余
里
・
桜
井
吉
右
ェ
門
さ
ん
、
小
寺

尾
・
小
山
俊
雄
さ
ん
）
と
生
活
改
善

グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん
や
保
護
者
の

方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
炭
焼
き

の
材
料
集
め
、
炭
焼
き
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
お
昼
に
は
お
き
を
つ
か
い
、

自
分
で
食
べ
物
を
焼
い
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
当
日
は
と
て
も
寒
く
、
池

に
は
氷
が
張
っ
て
い
ま
し
た
。

昔
は
必
需
品
で
し
た
炭
で
す
が
近

年
は
あ
ま
り
利
用
さ
れ
な
く
な
り
ま

し
た
。
炭
の
暖
か
さ
に
触
れ
、
児
童

た
ち
も
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
し
て
い
ま

し
た
。

十
二
月
十
日
に
中
央
公
民
館
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
「
人
権
を
考
え

る
村
民
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
、
約

三
百
人
の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。

講
師
に
は
有
田
芳
生
氏
を
迎
え
、

演
題
「
メ
デ
ィ
ア
と
人
権
　
〜
テ
レ

ビ
社
会
が
新
し
い
人
権
問
題
を
生
ん

だ
〜
」
が
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

「
テ
レ
ビ
を
見
て
ス
ト
レ
ー
ト
に
情

報
が
入
り
、
子
供
た
ち
は
何
の
疑
い

も
な
く
信
じ
て
し
ま
う
。
テ
レ
ビ
の

怖
さ
が
そ
こ
に
あ
る
」「
テ
レ
ビ
の
普

及
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

な
ど
の
内
容
で
テ
レ
ビ
と
の
付
き
合

い
方
な
ど
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の

で
し
た
。

平
成
十
一
年
六
月
二
十
二
日
に
村

内
で
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
か

ら
、
平
成
十
六
年
十
二
月
十
二
日
で

武
石
村
の
死
亡
事
故
ゼ
ロ
期
間
が
二

千
日
に
到
達
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
依
田
窪
管
内
に
お
い
て

は
六
名
が
尊
い
命
を
失
う
と
い
う
極

め
て
憂
慮
す
べ
き
事
態
と
な
っ
て
お

り
、
ま
た
上
小
地
区
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
率
は
県
内
で
最
も
低
く
、

村
内
の
着
用
率
も
九
十
％
以
下
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ゼ
ロ
期
間
を
続
け
る
た
め
、

道
路
を
運
転
、
歩
行
す
る
と
き
は
、

次
の
こ
と
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

・
ゆ
ず
り
合
い
の
心
を
持
っ
て
安
全

運
転
と
正
し
い
歩
行
に
努
め
る

・
お
年
寄
り
や
子
供
な
ど
交
通
弱
者

に
対
し
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
を

持
つ

・
飲
酒
運
転
や
暴
走
行
為
な
ど
の
無

謀
運
転
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い

・
自
分
自
身
の
安
全
と
家
族
の
幸
せ

を
守
る
た
め
、
運
転
を
す
る
と
き

は
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
着
用
す
る

こ
れ
か
ら
も
交
通
事
故
の
な
い
明

る
く
住
み
よ
い
武
石
村
を
築
き
ま
し

ょ
う
。

小
学
校
四
年
生

炭
焼
き
体
験
教
室

人
権
を
考
え
る

村
民
の
集
い

死
亡
事
故
ゼ
ロ
期
間

二
千
日
達
成
！

答辞を述べる
第五分団長の中村俊一さん
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生
活
習
慣
病
予
防
へ
の
取
り
組
み

は
、
基
本
健
康
診
査
の
受
診
結
果
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
よ
り
多
く
の
住
民
の
受
診
が

必
要
で
あ
り
、
健
診
結
果
は
地
域
の

人
々
の
健
康
状
態
を
見
る
上
で
、
も

っ
と
も
基
本
的
な
デ
ー
タ
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。
武
石
村
の
基
本
健
診
の

結
果
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
健
診
の

受
診
者
数
か
ら
見
て
い
き
ま
す
。

基
本
健
康
診
査
の
受
診
者

〜
十
年
で
三
・
六
倍
に
〜

武
石
村
で
は
平
成
二
年
に
三
百
人

だ
っ
た
受
診
者
が
、
平
成
三
年
に
百

九
十
人
に
減
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

「
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
、
自
分
の
体

の
実
態
を
認
識
し
、
自
覚
化
へ
向
う

重
要
な
手
段
で
あ
る
」
と
住
民
が
理

解
し
て
き
た
こ
と
で
、
平
成
十
年
よ

り
受
診
者
は
増
え
続
け
、
平
成
一
六

年
の
受
診
者
数
は
平
成
三
年
の
百
九

十
人
に
比
べ
六
百
七
十
六
人
と
約

三
・
六
倍
に
増
加
し
ま
し
た
（
図
１

健
診
結
果

〜
男
性
は
若
い
う
ち
か
ら

生
活
習
慣
病
が
発
症
〜

二
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
男

女
別
健
診
受
診
者
の
結
果
を
見
て
み

る
と
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
十
八
・
四
以
下
の
や

せ
・
高
Ｌ
Ｄ
Ｌ
・
Ｈ
ｂ
Ａ
ｌ
ｃ
・
貧

血
は
女
性
に
多
く
、
そ
れ
以
外
は
男

性
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

異
常
率
の
高
い
項
目
は
、
肥
満
・

高
脂
血
症(

高
中
性
脂
肪
・
高
Ｌ
Ｄ

Ｌ)

・
尿
酸
・
血
圧
・
心
電
図
で
す

（
図
２
　
性
別
基
本
健
康
診
査
の
結

果
）。
ま
た
、
年
代
別
に
見
る
と
、
女

性
は
年
齢
と
と
も
に
異
常
率
が
上
り

ま
す
が
、
男
性
は
二
十
歳
か
ら
三
十

九
歳
に
Ｂ
Ｍ
Ｉ
二
十
五
以
上
の
肥
満

者
が
多
く
、
四
十
歳
代
は
高
中
性
脂

肪
・
最
低
血
圧
高
値
が
多
く
、
五
十

歳
代
は
高
中
性
脂
肪
・
高
Ｌ
Ｄ
Ｌ
・

高
尿
酸
・
心
電
図
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
男
性
は
若
い

う
ち
か
ら
生
活
習
慣
病
が
発
症
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

率
が
高
い
こ
と
で
す
。
男
性
は
血
糖

異
常
三
十
八
・
五
％
、
Ｈ
ｂ
Ａ
ｌ
ｃ

異
常
三
十
・
八
％
、
女
性
は
Ｈ
ｂ
Ａ

ｌ
ｃ
異
常
三
十
・
六
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
六
十
歳
を
過
ぎ
て
イ

ン
ス
リ
ン
の
分
泌
量
が
減
っ
た
こ
と

と
食
生
活
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
原
因

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
放
っ
て
お
く
と

糖
尿
病
を
発
症
し
、
将
来
的
に
は
合

併
症
（
脳
卒
中
、
腎
臓
病
、
網
膜
症

な
ど
）
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
る

た
め
、
早
い
時
期
か
ら
生
活
改
善
、

特
に
食
生
活
の
改
善
が
重
要
で
す
。

若
い
年
代
か
ら
健
診
を
受
け
、
健

診
を
き
っ
か
け
に
、
健
診
結
果
が
示

す
体
と
食
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と

が
、
早
い
時
期
か
ら
生
活
改
善
に
取

り
組
め
る
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。
保
健

師
・
栄
養
士
と
し
て
は
、
そ
の
専
門

職
と
し
て
の
力
量
形
成
に
努
め
、
学

習
の
場
を
計
画
し
ま
す
。

健康センター
通信 2月号

保健福祉課
℡85-2067

「
健
康
た
け
し
21
を
読
む
」

そ
の
④
　
基
本
健
康
診
査
の
現
状

基
本
健
康
診
査
受
診
者
の
年
次
推

移
）。

【図1】基本健診受診者数の年次推移 

0
100
200
300
400
500
600
700

Ｈ
16 

Ｈ
15 

Ｈ
14  

Ｈ
13  

Ｈ
12  

Ｈ
11  

Ｈ
10 

Ｈ
9  

Ｈ
8  

Ｈ
7  

Ｈ
6  

Ｈ
5  

Ｈ
4  

Ｈ
3 

Ｈ
2 

Ｈ
1 

Ｓ
63  

Ｓ
62  

Ｓ
61  

Ｓ
60  

Ｓ
59  

Ｓ
58  

Ｓ
57  

Ｓ
56  

 
 

（人） 

215

412

304

456

343

420

352
315

274 

 

300

190

227

189

247
292

307

266

297
334

462

472

544

624
676

【図2】性別基本健康診査の結果（全体の傾向） 
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39.5

14.3

2.0

26.8
22.3
19.8

22.3

16.2

3.6
0.8

8.9

0.8

17.8

8.3 7.5

16.1
12.5
15.8

11.9

26.8

14.6

4.5 4.3
0

2.0

健
診
結
果
が
示
す
体
の
理
解
を

〜
二
十
歳
代
か
ら
の
健
診
受
診
と

結
果
の
理
解
が
大
事
〜

健
診
結
果
の
う
ち
、
特
に
注
意
す

べ
き
こ
と
は
、
男
女
と
も
六
十
歳
代

に
お
け
る
耐
糖
能
異
常
（
境
界
型
）
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学
校
に
行
か
な
く
な
っ
た
理
由
は

ク
ラ
ス
で
の
い
じ
め
。
小
学
校
三
年

の
時
、
学
校
に
行
く
と
何
か
さ
れ
る

と
思
い
、
朝
に
な
る
と
お
腹
が
痛
く

な
っ
た
り
し
た
。
休
む
と
半
日
で
元

気
に
な
る
が
朝
起
き
る
と
具
合
が
悪

く
な
っ
た
。
学
校
で
の
い
じ
め
が
エ

ス
カ
レ
ー
ト
し
て
、
自
分
の
物
が
ゴ

ミ
箱
に
入
っ
て
い
た
り
暴
力
を
ふ
る

わ
れ
た
り
、
悪
口
を
い
わ
れ
た
り
し

た
。
い
じ
め
が
原
因
で
人
が
怖
く
な

り
外
に
も
出
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
担

任
の
先
生
か
ら
の
電
話
や
家
庭
訪
問

が
あ
っ
た
り
、
無
理
や
り
学
校
に
連

れ
て
行
か
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
し

か
し
、
先
生
か
ら
の
心
の
ケ
ア
が
無

く
人
間
が
嫌
い
に
な
っ
た
。

親
に
は
、
自
分
で
も
い
じ
め
ら
れ

る
の
は
弱
い
こ
と
だ
と
思
い
、
恥
ず

か
し
い
と
思
っ
て
い
え
な
か
っ
た
。

完
全
に
学
校
へ
行
か
な
く
な
っ
た
の

は
中
一
の
夏
休
み
。
い
じ
め
は
、
小

学
校
四
年
の
時
に
ピ
タ
ッ
と
な
く
な

っ
て
い
た
が
、
人
が
怖
く
な
っ
て
い

た
の
で
友
達
を
信
じ
た
り
本
音
を
出

し
た
り
で
き
ず
、
自
分
の
感
情
を
押

し
殺
し
て
仮
面
を
か
ぶ
っ
て
い
た
よ

う
だ
。
中
学
に
入
っ
て
か
ら
も
、
行

っ
た
り
行
か
な
か
っ
た
り
し
た
が
、

勉
強
と
部
活
が
大
変
だ
っ
た
。
勉
強

の
ペ
ー
ス
が
速
く
、
一
日
行
か
な
い

と
分
か
ら
な
く
な
り
、
自
分
っ
て
な

ん
て
駄
目
な
ん
だ
と
思
っ
た
。
自
分

の
言
い
た
い
こ
と
も
言
え
ず
、
中
一

の
夏
休
み
の
後
半
の
部
活
か
ら
行
か

な
く
な
っ
た
。
親
に
「
も
う
行
け
な

い
」
と
告
げ
た
。
親
は
混
乱
し
た
。

特
に
母
親
は
養
護
の
先
生
で
他
の
子

ど
も
の
面
倒
を
見
て
い
る
の
に
、
自

分
の
子
ど
も
が
ど
う
し
て
、
と
い
う

気
持
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

学
校
に
行
け
な
く
な
っ
た
時
、
ポ

ツ
ン
と
一
人
で
い
て
も
つ
ま
ら
な
く

て
家
に
も
居
た
く
な
か
っ
た
。
そ
ん

な
時
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
が
あ
る
こ
と

を
知
り
、
親
に
伝
え
見
学
に
行
き
入

っ
た
。
父
親
は
認
め
て
く
れ
た
が
、

母
親
は
心
配
し
て
い
た
。
は
じ
め
は

人
が
怖
か
っ
た
が
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ

て
い
き
自
信
も
つ
き
い
ろ
い
ろ
話
せ

る
よ
う
に
な
り
、
強
制
が
無
い
こ
と

も
良
か
っ
た
。
母
親
に
も
「
目
が
輝

い
て
い
る
」
と
言
わ
れ
た
。

母
親
自
身
も
疲
れ
の
た
め
学
校
を

や
め
た
の
で
母
親
と
話
せ
る
よ
う
に

な
り
、
や
る
気
が
出
て
き
た
。
学
校

に
い
る
時
は
や
る
気
は
な
か
っ
た
。

人
と
関
わ
れ
る
仕
事
を
し
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
、
友
達
の
母
親
が
福

祉
関
係
の
仕
事
を
や
っ
て
い
た
の
で

そ
こ
へ
行
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。

人権教育紙上講座
№335

教育委員会
同和対策室

い
じ
め
が
も
た
ら
す
不
登
校
　

悩
み
苦
し
み
の
日
々
を
語
る

〜
不
登
校
を
語
る
会
で
の
体
験
談
か
ら
〜

年
末
年
始
休
み
を
終
え
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
た
め
に
た
め
、
子
ど
も
た
ち

が
今
年
も
元
気
い
っ
ぱ
い
に
ピ
ー
タ

ー
パ
ン
へ
や
っ
て
き
ま
し
た
。
雪
が

降
る
た
び
に
冷
え
込
み
が
厳
し
く
な

っ
て
き
ま
す
が
子
ど
も
た
ち
に
は
関

係
な
い
よ
う
で
す
。
室
内
で
も
外
で

も
元
気
に
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
風
邪
を
引
い
て
い
る
子
も

多
い
の
で
部
屋
の
中
で
で
き
る
も
の

は
な
い
か
と
考
え
、
た
め
し
に
お
店

か
ら
た
く
さ
ん
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
も

ら
っ
て
き
て
部
屋
に
置
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
と
こ
ろ
一
部
の
子
ど
も
た

ち
は
基
地
や
カ
メ
や
一
人
用
の
家
な

ど
、
思
い
思
い
の
も
の
を
作
り
始
め

ま
し
た
。
結
構
場
所
を
と
っ
た
り
、

ご
み
が
出
る
な
ど
す
る
た
め
、
普
段

家
で
は
な
か
な
か
思
い
切
っ
て
で
き

な
い
こ
と
で
す
。
次
々
と
夢
中
に
な

る
子
が
出
て
き
ま
し
た
。
ダ
ン
ボ
ー

ル
を
き
っ
た
り
つ
な
げ
た
り
、
思
い

思
い
の
形
を
力
を
あ
わ
せ
て
つ
く
っ

て
い
ま
す
。
材
料
が
足
り
な
く
な
る

と
お
店
に
行
き
箱
を
分
け
て
も
ら
う

の
で
す
が
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
見
る
と

子
ど
も
た
ち
は
歓
声
を
あ
げ
て
我
先

に
飛
び
つ
き
ま
す
。
ま
る
で
宝
物
が

目
の
前
に
あ
る
か
の
よ
う
で
す
。

ま
た
、
雪
が
降
っ
た
次
の
日
に
は

ソ
リ
す
べ
り
に
と
も
し
び
公
園
に
遊

び
に
行
き
ま
し
た
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
を

お
し
り
に
し
い
て
思
い
切
っ
て
坂
を

滑
っ
て
み
る
と
そ
の
速
い
こ
と
、
速

い
こ
と
。
あ
ま
り
の
ス
ピ
ー
ド
に
声

も
で
ま
せ
ん
。
で
も
滑
り
降
り
た
後
、

「
こ
わ
か
っ
た
ぁ
ー
。
で
も
す
ご
く
気

持
ち
い
い
!!
」
と
雪
ま
み
れ
に
な
り

な
が
ら
も
何
度
も
坂
を
上
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
の
う
れ
し
そ
う
な
顔
は
ゲ

ー
ム
や
お
も
ち
ゃ
を
買
っ
て
も
ら
う

と
き
よ
り
も
き
っ
と
輝
い
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

こ
の
季
節
な
ら
で
は
の
寒
さ
や
冷

た
さ
を
全
身
で
感
じ
な
が
ら
、
冬
の

楽
し
み
方
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

〜
年
明
け
も
ま
す
ま
す
元
気
な
子
ど
も
た
ち
〜

◇日時 
　平成17年2月20日（日） 
　午後1時30分から 
◇場所…………中央公民館　コミュニティホール 
◇お問合せ先…武石村　教育委員会　℡85-2030
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十
二
月
一
日
か
ら
五
日
間
に
わ
た

り
、
上
本
入
の
橋
詰
栄
さ
ん
ら
四
人

の
み
な
さ
ん
に
そ
ば
を
う
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
ば
を
う
つ
手
は
見

事
で
利
用
者
の
み
な
さ
ん
は
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

う
ち
た
て
の
そ
ば
を
お
昼
に
い
た

だ
き
、
大
変
お
い
し
く
み
な
さ
ん
と

て
も
感
激
し
て
い
ま
し
た
。

十
二
月
十
二
日
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
忘
年
会
が
公
民
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

依
田
窪
南
部
中
学
校
三
年
二
組
の

み
な
さ
ん
に
よ
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の

「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
節
」や
千
草
会
の

き
ら
び
や
か
な
舞
踊
な
ど
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、職
員
に
よ
る
芸
の

ふ
ん
装
や
利
用
者
さ
ん
の
カ
ラ
オ
ケ

も
あ
り
、楽
し
い
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

十
二
月
十
四
日
、
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
得

て
「
も
み
じ
会
（
独
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
会
）」の
七
十
五
歳
以
上
の
方
と
二

人
暮
し
で
介
護
認
定
三
以
上
の
方
に

ひ
と
足
早
い
お
正
月
料
理
を
お
届
け

し
ま
し
た
。み
な
さ
ん
、お
弁
当
が
届

く
の
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
さ
ん
に

だ
る
ま
の
目
入
れ
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
年
一
年
も
良
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
願
い
を
込
め
て
行
い
ま

し
た
。

福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
あ
い
」
だ
よ
り

机
の
横
に
置
い
て
使
う
も
の
で
、

引
き
出
し
が
つ
い
た
小
机
の
上
に

洗
剤
バ
ケ
ツ
を
置
け
る
よ
う
に
し
、

四
隅
か
ら
は
上
下
調
節
用
の
足
が

出
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
什
器
の
工
夫
は
、

第
一
に
経
費
の
削
減
に
な
り
ま
す

が
、
な
に
よ
り
作
業
が
楽
に
な
る

の
で
、
効
率
が
あ
が
り
工
賃
の
ア

ッ
プ
や
楽
し
く
や
り
が
い
を
も
っ

て
働
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

い
つ
で
も
だ
れ
で
も
い
つ
ま
で

も
、
を
合
言
葉
に
運
営
し
て
き
た

福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー
で
す
が
、
新

し
く
な
っ
て
も
こ
の
合
言
葉
を
忘

れ
ず
に
工
夫
や
改
善
に
心
が
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
築
工
事
は
順
調
に
進
ん
で

い
ま
す
が
、
そ
れ
と
並
行
し
て
作

業
用
什
器
を
あ
つ
ら
え
る
こ
と
も

進
ん
で
い
ま
す
。

障
害
の
あ
る
方
や
高
齢
者
が

作
業
を
し
や
す
い
よ
う
に
備
品
の

工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

専
用
の
製
品
は
高
価
な
の
で

カ
タ
ロ
グ
を
調
べ
て
既
製
品
か
ら

流
用
で
き
る
も
の
を
探
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、
回
転
し
な
い
で
上
下

調
節
だ
け
で
き
る
椅
子
は
学
校
備

品
の
生
徒
用
の
椅
子
か
ら
選
び
出

し
ま
し
た
。
ミ
シ
ン
の
補
助
台
も

工
場
内
作
業
用
の
既
製
品
を
選
ぶ

こ
と
で
堅
牢
さ
と
調
節
の
自
由
さ

を
満
た
す
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

な
い
も
の
は
作
り
ま
す
。
電

線
ボ
ビ
ン
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
し
て

い
る
職
場
で
は
、
過
去
に
低
い
作

業
用
の
椅
子
を
特
注
し
ま
し
た

が
、
今
回
は
洗
浄
作
業
の
補
助
台

を
つ
く
り
ま
し
た
。
作
業
員
で
話

し
合
っ
た
も
の
を
職
場
委
員
が
略

図
に
し
、
そ
れ
を
再
検
討
し
て
図

面
を
作
り
村
内
の
大
工
さ
ん
に
製

作
を
お
ね
が
い
し
ま
し
た
。
出
来

上
が
っ
た
補
助
台
は
動
力
み
が
き

〜
作
業
用
備
品
の
工
夫
〜

新しい補助机

福祉の村づくりをめざして 福祉の村づくりをめざして 
社会福祉協議会 ℡85‐2466社会福祉協議会 ℡85‐2466

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
そ
ば
祭
り

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
忘
年
会

お
正
月
料
理
の
弁
当
宅
配

だ
る
ま
の
目
入
れ

◇
期
日
　
2
月
8
日（
火
）

◇
時
間
　
午
前
9
時
〜
12
時

◇
場
所
　
丸
子
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
社
協
窓
口
で

常
時
受
付
で
き
ま
す

◇
期
日
　
2
月
14
日（
月
）

◇
時
間
　
午
前
9
時
〜
12
時

◇
場
所
　
老
人
セ
ン
タ
ー

◆
信
濃
補
聴
器

◇
期
日
　
2
月
21
日（
月
）

◇
時
間
　
午
前
10
時
〜
12
時

◇
場
所
　
老
人
セ
ン
タ
ー

結
婚
相
談
日

心
配
ご
と
相
談
日

補
聴
器
相
談
日
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2月14日 月 定期健康相談 午前10:00～11:30
予防接種（ツ反） 午後 1:15～ 1:30（受付）

15日 火 自由あそびの日 午前10:00～11:30
薮合地区健康相談 午後 1:30～ 3:00

16日 水 妊婦セミナー② 午前 9:30～午後2:00
予防接種（BCG） 午後 1:15～ 1:30（受付）

22日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30
健康管理推進委員会 午後 1:30～ 3:30
心の健康講演会（於中央公民館） 午後 1:30～ 3:00

23日 水 乳児健診 午後 1:15～ 1:30（受付）
24日 木 高齢者料理教室 午前10:00～午後1:00
25日 金 料理教室（パセリグループ） 午後 1:30～ 4:00
26日 土 両親学級 午後 1:30～ 3:30
28日 月 定期健康相談 午前10:00～11:30

3月1日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30
2日 水 赤ちゃん教室 午前 9:30～11:30
4日 金 男性料理教室 午前10:00～午後1:00
7日 月 自由あそびの日 午前10:00～11:30
8日 火 高齢者料理教室 午前10:00～午後1:00
9日 水 3歳児教室 午前 9:50～10:00（受付）
10日 木 幼児歯科検診 午後 1:15～ 1:30（受付）

2月の保健予防計画 健康センター
時　　　　　間事　　　　　業曜日月　日

 

清
水
　
恵
子 

体
力
を
つ
け
て
手
術
に
の
ぞ
め
よ
と
母
に
岩
魚
を
持

ち
く
れ
し
叔
父 

※
日
記
の
よ
う
に
淡
々
と
し
て
い
て
素
朴
な
感
動
を
覚
え
た
。

岩
魚
と
い
う
の
が
面
白
く
、川
田
順
の「
ゐ
ろ
り
べ
に
わ
れ

ら
坐
り
て
夜
深
し
黒
部
川
の
大
き
な
る
岩
魚
を
炙
る
」
、

梅
津
耿
の「
今
日
釣
り
し
岩
魚
一
匹
を
笹
に
刺
し
も
ど
り

来
た
れ
ば
女
来
て
い
る
」な
ど
生
き
る
と
強
い
。 

 

脇
村
　
静
代 

生
花
の
初
歩
の
花
材
に
コ
ス
モ
ス
と
つ
き
合
い
て
よ

り
秋
が
ま
た
る
る 

※
秋
を
待
た
ず
に
い
ら
れ
な
い
と
い
う
。
店
で
売
ら
れ
て
い
る

コ
ス
モ
ス
の
足
元
の
変
色
は
水
を
よ
く
揚
げ
る
よ
う
に
と

熱
湯
で
煮
る
た
め
で
あ
り
、そ
の
た
め
生
花
に
は
自
然
こ
れ

が
目
立
つ
。結
句
は
そ
う
い
う
感
慨
を
抱
か
せ
る
。 

 

宮
下
　
弘
子 

戦
闘
機
轟
音
立
て
て
雲
間
ゆ
く
ト
ン
ボ
も
同
じ
形
し

て
飛
ぶ 

※
子
供
の
目
を
借
り
て
見
た
よ
う
な
静
け
さ
、そ
ん
な
形
容

が
似
合
う
歌
の
形
を
し
て
い
る
。
続
け
て「
天
国
の
道
の
り

遠
き
か
マ
ラ
ソ
ン
の
ラ
ン
ナ
ー
の
ご
と
脈
早
き
父
」
と
あ
る
。

こ
ち
ら
に
も
目
を
澄
ま
し
た
い
。 

  

滝
沢
さ
ち
代 

晩
秋
の
持
て
る
時
間
を
有
効
に
実
ら
ぬ
ま
ま
に
時
の

過
ぎ
ゆ
き 

  

池
内
　
寛
子 

群
雀
次
々
降
り
し
見
え
た
れ
ど
風
無
く
も
散
る
柿
の

葉
な
り
し 

 

荻
原
　
元
善 

秋
深
く
紅
葉
の
山
も
日
ご
と
色
こ
く
家
の
裏
よ
り
紅

葉
見
物 

※
寒
中
の
寒
さ
の
如
き
年
始
め
に
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
の

だ
が
、こ
う
し
て
振
り
返
る
機
会
を
与
え
て
く
れ
る
歌
に

感
謝
し
た
い
。人
の
足
跡
を
辿
っ
て
み
る
と
、ま
た
一
つ
新
た

な
自
分
に
出
会
え
る
気
が
す
る
。 

あしあと短歌会編集事務局選 

● ポ ト フ ●

～野菜がいっぱい食べられます
作ってみてね～

大草朝枝さん
（堀の内）

二宮美緒さん
（下本入）

〈材料〉4人分
・じゃが芋 ………中4個
・キャベツ ……1／4個
・玉ねぎ ……………1個
・にんじん ……1／2本
・ウインナー ………8本

・コンソメ …………1個
・熱湯（じゃが芋のゆで汁）

……700～800ml
・ローリエ …………2枚
・粗びきこしょう…少々
・塩……………小さじ１

〈作り方〉

①じゃが芋は皮をむいて半分に切り、面取

りをして串が通るくらいまでゆでておく。

キャベツは芯を取って細切りにしておく。

玉ねぎはくし型に8等分に切る。にんじ

んは半月切りかいちょう切りにする。固

形スープは熱湯か、じゃが芋のゆで汁で

溶いておく。

②鍋に全ての材料を入れてふたをし、野菜

がやわらかくなるまで煮込む。

心の健康講演会のお知らせ
日時●2月22日（火）午後1:30～3:00
場所●中央公民館
演題●今ここで心豊かに生きる
講師●佐久市教育委員　大輪寺住職　増田 友厚先生
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お問い合わせ�武石村役場　産業振興課　農政係　℡85-2828

お問い合わせ�関東財務局長野財務事務所　管財課（℡026-234-5123） 

道路・水路として 
機能を失ったもの 

財務省（財務局・財務事務所・出張所）の管理となります。 

【境界確定や売払申請等は、直接財務省（財務局・財務事務所・

出張所で行うことになります。）なお、公図・現況等では財

産管理者が明確でないため、まず財産の所 

在する市町村にて確認してください。】 

道路・水路の機能を 
有しているもの 

各市町村の管理となります。 

※法定外公共物とは、道路法、河川法等の適用または準用を受けない公共物をいい、代表的な

ものとして「里道」「水路」があります。これら法定外公共物のうち機能を喪失しているも

のについては、平成17年４月１日以降各財務局に引き継がれることになりました。 

①平成17年産米の生産目標数量配分 
　983.1トン（16年993.1トン） 
 
②平成17年度の転作配分割当　各個の耕作 
　水田本地面積の34％（16年度37％） 

　昨年の転作実績は、村全体で20％程度を超えて実施して
いただきましたので、ある程度の面積について水稲を作付け
することが可能ですので、昨年の作付面積をこえて水稲作付
の増加を希望される場合は、今月提出して頂きます。「転
作計画及び水稲作付け計画書」にその旨を記入願います。 

転作助成金は、とも補償に加入していないと交付されません。 
※１　その他：飼料作物、麦、地力増進作物、花卉、花木、永年性作物、野菜等。 
※２　そばについては、地域の推奨作物と位置付けるために助成単価に加算措置の予定。 
※３　水田耕作面積：個人４ヘクタール、集落営農10ヘクタール、法人20ヘクタール以上。 

対象作物 助成単価 交付要件 

大豆 30,000円 

そば 20,000円 
※
2 （合計で29,000円程度の予定） 

その他
※
1  9,000円 

調整水田、自己保全管理  助成されません 

担い手加算 10,000円 
※
3 水田耕作面積×転作配分割合（34％）達成者が対象 

対象区域 
村内全域 

転作割当面積が昨年より若干減少します。 

とも補償拠出金が減額となります。 
①武石村地域とも補償拠出金：2,000円／10アール（水稲作付け面積）［16年度 4,000円／10アール］ 
②転作による助成交付体制（昨年と同額です） 

広報武石 平成１７年２月号　No.451（14）

お問い合わせ�武石村農業委員会（℡85‐2828 直通） 

お問い合わせ�武石村農業委員会 又は �長野県農業開発公社 上小支所（℡23-1260） 

■農地等を農地以外の用途に転用する場合
には、許可が必要で、転用には、次の2
種類があります。 

  
●農地法第4条によるもの･･･ 
　　　　　　（許可権者は県知事です） 
農地の所有者が、自分の事業としてその農地
を転用する場合 
  
●農地法第5条によるもの･･･ 
　　　　　　（許可権者は県知事です） 
所有権の移転、もしくは権利の設定等により、
農地以外に転用する場合（所有者と事業者が
異なる場合） 
申請書の締切日は毎月15日です。（休日の場
合は翌日）標準的に事務処理が進むと、申請
日の翌月の16日ころ許可がおります。 

　無秩序な農地転用が進むと、生産性の高い優
良な農地を確保することが困難となります。また、
農地を資産的保有目的や投機目的により取得す
ることにより、農地価格が高騰を来す恐れがあ
ります。 
 　農地法は、このような事態が生ずることを防
ぐ役割を果たしています。 

■農地を一時的に転用する場合も許可が必要です。 
 
一時的な砂利採取、資材置場や、仮設建物等の敷
地として利用する場合も、許可が必要になります。 
  
◎農地を転用する場合は、法律上の制限があり
ますので事務局へ事前にご相談ください。 
◎無断転用の場合には、県知事が工事等を中止
させたり、元の農地に復元させることがあり
ます。また、懲役刑や罰金が課せられる場合
もあります。 
  
■農地の売買・賃借等お気軽にご相談を 
  
農業委員会では、農地の売買や賃借、農作業受
委託に関するあっせん調整も行っております。 
 　●農地を売りたい。 
 　●農地を貸したい。 
 　●経営規模を拡大したい。 
 　●農作業を誰かにやってもらいたい。 
など、農業委員または農業委員会事務局まで、
お気軽にご相談ください。 

■農地を売りたい方 
  
●譲渡所得が800万円まで特別控除されます。 
（買入協議制度を活用の場合は、1,500万円まで） 

（注）農業開発公社が売買
する農地は、農業振
興地域の農用地区域
が対象となります。 

■農地を買いたい方 
 
●登録免許税10/1,000が8/1,000に軽減されます。 
●不動産取得税の軽減：取得した土地評価額の
1/3相当額が控除されて課税されます。 

農地売却代金 1,500万円 1,500万円 
取得費+譲渡費用 75万円 75万円 
特別控除額 0万円 1,500万円 
課税所得額 1,425万円 0万円 
税金（20％） 285万円 0万円 

計算例 通常の売買 農業開発公社の場合 （買入協議制度活用） 
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〇「
武
石
村
の
合
併
に
つ
い
て
の
意
思

を
問
う
住
民
投
票
条
例
の
制
定
」

武
石
村
の
合
併
問
題
に
関
し
、
村
民

の
意
思
を
確
認
し
、
民
意
を
反
映
し
た

選
択
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

住
民
有
志
の
直
接
請
求
に
よ
る
条
例

案
の
付
議
に
基
づ
き
、
一
部
修
正
を
行

い
可
決
し
ま
し
た
。

〇「
武
石
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
」

保
険
税
の
納
期
を
変
更
す
る
も
の
で

す
。

〇
武
石
村
長
門
町
中
学
校
組
合
規
約

の
一
部
を
変
更
す
る
規
約

武
石
村
で
は
、
収
入
役
を
置
か
ず
に

助
役
が
そ
の
職
務
を
行
う
こ
と
に
な
っ

た
こ
と
に
伴
い
、武
石
村
の
助
役
を
武
石

村
長
門
町
中
学
校
組
合
の
収
入
役
と
す

る
た
め
の
規
約
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

〇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１，
６
１
９
万
２

千
円
を
追
加
し
予
算
の
総
額
を
31
億
１，

８
７
７
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

【
内
容
】

・
大
屋
駅
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
嵩
上
げ

工
事
負
担
金

59
万
３
千
円

・
若
者
等
定
住
促
進
住
宅
新
築
等

補
助
事
業
　
　
　
６
０
０
万
円

・
障
害
者
福
祉
事
業
１
０
０
万
円

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

４
９
４
万
五
千
円

・
児
童
手
当
給
付
事
業１

６
８
万
円

・
保
育
園
広
域
入
所
委
託
料

２
６
０
万
円

・
う
つ
く
し
の
湯
ポ
ン
プ
入
れ
替
え

及
び
雲
渓
荘
ポ
ン
プ
改
修
事
業

５
０
６
万
４
千
円

〇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
2
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２，

７
０
２
万

１
千
円
を
追
加
し
予
算
の
総
額
を
３
億

３，

０
８
７
万
１
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

○
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３，

３
３
５
万

２
千
円
を
追
加
し
予
算
の
総
額
を
５
億

３，

４
０
５
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

○
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
０
０
万
円
を

追
加
し
予
算
の
総
額
を
１
億
６，

３
０

０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
1
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
７
７
万
７
千

円
を
減
額
し
予
算
の
総
額
を
２
億
３，

５
７
２
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

武
石
村
長
門
町
中
学
校
組
合

議
会
議
員
　
　
金
子
　
保
議
員

問

合
併
の
成
立
を
予
測
し
た
場
合

の
予
算
編
成
は
ど
の
位
の
規
模
と
な
る

の
か
。

答

国
の
財
政
状
況
の
悪
化
、
三
位

一
体
の
改
革
等
に
よ
り
村
の
財
政
状
況

は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
十
四

年
度
の
実
質
的
な
収
支
は
五
千
万
円
の

赤
字
で
、
十
五
年
度
は
二
億
五
千
万
円

の
赤
字
で
あ
り
本
年
度
も
そ
れ
以
上
の

赤
字
が
生
じ
る
状
況
に
あ
る
。
十
七
年

度
予
算
編
成
は
、
合
併
の
方
向
性
が
見

え
な
い
中
で
は
、
村
が
単
独
で
や
っ
て

い
く
た
め
の
予
算
編
成
と
な
る
。
合
併

が
成
立
し
た
場
合
は
、
そ
の
時
点
で
合

12
月
定
例
村
議
会
が
12
月
8
か
ら
21
日
ま
で
の
14
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
や
特

別
会
計
の
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正

案
な
ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
定
例
村
議
会

1月17日から開催した市町村合併に関する地区懇談会

▽
平
成
十
七
年
度
当
初

予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

兒
玉
　
将
男
議
員

今
回
は
七
人
が
登
壇
し
、
市

町
村
合
併
を
中
心
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。﹇
通
告
順
﹈

一
般
質
問

〇
「
市
町
村
自
治
尊
重
を
求
め
る
意

見
書
」
山
口
村
に
関
す
る
合
併
議

案
提
出
に
つ
い
て（

全
員
賛
成
採
択
）

○
「
人
権
侵
害
の
救
済
に
関
す
る
法

律
」
の
早
期
制
定
を
求
め
る
請
願

（
全
員
賛
成
採
択
）

○
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
介

護
保
険
制
度
へ
の
改
善
を
求
め
る

請
願
　
　
　

（
全
員
賛
成
採
択
）

○
安
全
・
安
心
の
医
療
制
度
の
確
立

を
求
め
る
陳
情
（
全
員
賛
成
採
択
）

〇
Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
関
す
る

陳
情
　
　
　

（
全
員
賛
成
採
択
）

○
「
食
料
・
農
業
・
農
村
計
画
」
見

直
し
に
関
す
る
陳
情

（
全
員
賛
成
採
択
）

○
上
田
市
・
丸
子
町
・
真
田
町
・
武

石
村
の
合
併
推
進
を
要
望
す
る
陳

情
　
　
　
　
　
　

（
継
続
審
査
）

条
　
　
例

専
決
処
分

補
正
予
算

特
別
会
計

選
　
　
挙

請
　
　
願

陳
　
　
情
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村県民税 

●事業所得などがある場合 
・平成16年中の各種所得金額の合計額が、基礎控除や

扶養控除など各種所得控除額の合計額を超える方。 
 

●給与所得者の場合 
・平成16年中の給与収入金額が2,000万円を超える方。 

・給与所得や退職所得以外の所得金額が20万円を超え

る方。 

・２カ所以上から給与の支払いを受けている方で、年

末調整をされなかった給与収入金額と、給与・退職

所得以外の所得金額合計が20万円を超えている方。 
 

　なお、前年の所得が給与所得のみで年末調整が済ん

でいる方でも自分の家族について医療費控除、住宅取

得控除（２年目、３年目は必要ありません。）等を受け

ようとする場合などは、申告書の提出が必要となります。 

●平成17年1月1日現在、武石村に住所のある方。た
だし、次の方は申告する必要はありません。 
・平成16年度中の所得が給与所得のみで年末調整が済

んでいる方 

・平成16年分所得税の確定申告書を提出された方 

・扶養親族になっていて、まったく所得がなかった方 
 

　村県民税の申告書は、村が所得計算や、税額計算を

適正に行うための課税資料として提出していただくも

ので、所得税の申告納税制度とは違います。 
 

＊申告の際には、給与や年

金の源泉徴収票をお持ち

ください。 

確定申告をしなければならない人 

　今年も所得税、村県民税の申告をしていただく時期になりました。申告の期限

は3月15日までとなっています。忘れずに申告しましょう。税務署では申告書等

の「自書申告」を推進していますので、ご理解とご協力をお願いします。尚、申

告納税相談の日程、会場等、詳細については後日配布します通知をご覧ください。 

所 得 税 

●日時………………平成17年3月3日（木）～平成17年3月4日（金）　午前10時から午後5時まで 
●会場………………上田勤労者福祉センター（TEL0268-24-7363） 

●費用………………無料（テキスト代含む） 

●主な講座内容……自己理解、職業理解、職務経歴書の作成指導、面接訓練、就職活動のマナー等 

●問い合わせ先……就職術講座総合受付センター 

　　　　　　　　　TEL0263-27-8250／FAX0263-29-2608／ホームページhttp://www.comm-i.com

長野県主催就職講座を開催します。就職支援のプロがあなたの未来を一緒に考えます。 

長野県主催 就職術講座開催 

～あなたの未来考えます。～ 
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問

合
併
問
題
に
対
し
て
は
、
村
長

は
最
終
的
に
は
住
民
の
意
向
調
査
に
よ

り
決
定
し
た
い
と
の
考
え
を
示
し
て
い

る
が
、
法
定
期
限
内
わ
ず
か
と
な
っ
た

現
在
、
住
民
の
最
終
意
向
確
認
は
い
つ

ご
ろ
実
施
す
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う

な
方
法
で
行
う
の
か
村
長
の
お
考
え
を

お
聞
き
し
た
い
。

住
民
投
票
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
場

問

自
然
災
害
等
に
対
す
る
災
害
復

興
支
援
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
は
も
と

よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
果
た
す
人
的
支

援
の
役
割
は
大
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う

な
災
害
等
の
事
態
は
い
つ
ど
こ
で
で
も

起
こ
り
得
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の

で
、常
に
自
ら
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、

今
後
の
地
方
自
治
推
進
の
上
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
対
す
る
意
識
の
普
及
と
育
成

が
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
村
長
の

お
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

答

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
は
、
行

政
運
営
上
で
法
律
の
隙
間
を
埋
め
る
施

策
と
し
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
特
に

村
政
運
営
の
基
本
姿
勢
は
、「
村
民
の

目
線
で
進
め
る
、
協
働
社
会
の
構
築
」

が
必
須
の
条
件
で
あ
り
、
村
民
と
行
政

が
対
等
な
立
場
で
、
双
方
の
力
を
合
わ

せ
て
地
域
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
育
成
は
大
事
な
も
の
と

考
え
る
。

災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

つ
い
て
は
、
新
潟
県
豪
雨
災
害
で
は
村

か
ら
一
名
が
水
害
救
援
活
動
に
参
加
し

た
。
平
成
七
年
に
災
害
対
策
基
本
法
が

制
定
さ
れ
、
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

日
及
び
週
間
が
制
定
さ
れ
た
の
で
、

「
い
ざ
」
と
い
う
時
に
は
、
区
の
役
員
、

消
防
団
、
民
生
委
員
等
地
域
全
体
で
支

え
る
シ
ス
テ
ム
の
連
携
が
図
ら
れ
る
よ

う
住
民
一
人
ひ
と
り
が
、
災
害
は
「
対

岸
の
火
事
」
で
は
な
く
自
ら
の
問
題
と

し
て
捉
え
る
よ
う
啓
発
す
る
と
と
も
に

社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
講
座
等
を
開
催
し
、
意
識
の
高
揚

を
図
り
た
い
。

生
率
を
用
い
て
人
口
推
計
を
行
っ
て
い

る
た
め
、
年
度
に
違
い
が
出
た
。

な
お
、
両
協
議
会
と
も
人
口
推
計
は

同
じ
考
え
方
で
計
算
し
て
い
る
の
で
、

今
後
作
成
さ
れ
る
説
明
会
の
資
料
に
つ

い
て
は
、
こ
の
点
十
分
注
意
し
て
資
料

作
成
に
あ
た
り
た
い
。

問

住
民
が
合
併
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
判
断
す
る
に
は
、
判
り
や
す
い

資
料
と
、
話
し
合
い
に
よ
る
合
意
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後
の
わ
が

村
の
将
来
に
つ
い
て
、
住
民
が
一
丸
と

な
っ
て
真
剣
に
勉
強
し
、
議
論
し
納
得

し
た
結
論
を
出
す
為
に
、
双
方
の
協
議

会
の
経
過
か
ら
、
公
平
な
立
場
で
、
村

長
自
身
に
見
え
て
来
た
構
図
を
、
住
民

の
判
断
材
料
と
し
て
お
示
し
い
た
だ

き
、
我
々
議
員
も
共
に
住
民
の
皆
さ
ん

に
説
明
し
、
理
解
を
求
め
て
ゆ
き
た
い

と
考
え
る
が
、
お
考
え
を
お
聞
き
し
た

い
。

答

す
り
あ
わ
せ
は
、
依
田
窪
地
域

は
検
討
す
る
時
間
に
限
り
が
あ
り
、
上

田
地
域
で
検
討
さ
れ
て
き
た
調
整
案
と

長
門
・
和
田
で
検
討
さ
れ
て
き
た
調
整

案
を
直
し
て
作
成
し
て
き
た
と
い
う
面

が
あ
り
、
調
整
案
を
見
て
も
そ
の
違
い

▽
合
併
問
題
に
つ
い
て

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
つ
て

鬼
　
頭
　

寿
議
員

▽
合
併
協
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

▽
住
民
へ
の
説
明
責
任
に
つ
い
て

飯
田
　
秀
範
議
員

まゆだまの色はほうれん草とにんじんで付けました

問

い
よ
い
よ
合
併
協
議
会
も
大
詰

め
を
迎
え
、
住
民
は
村
の
将
来
に
つ
い

て
大
切
な
決
断
を
す
る
時
期
に
至
っ
て

お
り
、
住
民
の
判
断
資
料
と
な
る
べ
き

協
議
会
だ
よ
り
が
判
り
づ
ら
い
と
か
、

判
ら
な
い
か
ら
読
ま
な
い
と
よ
く
聞

く
。
住
民
に
示
す
資
料
は
、
判
り
や
す

く
、
判
別
し
や
す
い
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
に
、
双
方
の
協
議
会
だ
よ

り
の
掲
示
年
度
や
、
示
す
年
度
が
違
っ

て
い
る
の
は
何
故
か
、お
聞
き
し
た
い
。

答

ご
指
摘
の
と
お
り
で
あ
り
、
人

口
推
計
な
ど
協
議
会
だ
よ
り
に
示
さ
れ

た
年
度
が
平
成
七
年
・
十
二
年
・
十
七

年
と
平
成
十
年
・
十
五
年
・
二
十
年
・

二
十
五
年
と
ず
れ
て
い
る
。
依
田
窪
地

域
で
は
国
勢
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て

人
口
推
計
を
行
っ
た
が
、
上
田
地
域
で

は
よ
り
正
確
な
人
口
動
向
を
把
握
し
た

上
で
財
政
推
計
を
立
て
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
平
成
十
年
の
人
口
と
十
五
年
の

人
口
を
も
と
に
、
直
近
の
合
計
特
殊
出

合
、
必
要
な
情
報
が
十
分

提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

前
提
と
思
わ
れ
る
が
い
か

が
か
、
ま
た
投
票
結
果
に

対
し
て
の
扱
い
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

答

最
終
の
住
民
の
意

向
確
認
は
、
一
月
に
行
う

予
定
の
住
民
説
明
会
の

後
、
二
月
の
中
旬
ま
で
に

行
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。
方
法
に
つ
い
て
は
、

経
費
の
か
か
ら
な
い
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
こ
と

が
良
い
が
、
住
民
の
皆
さ

ん
か
ら
直
接
請
求
も
出
さ

れ
て
い
る
の
で
住
民
投
票

で
行
う
こ
と
も
考
え
て
い

る
。
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併
協
議
の
内
容
、
新
市
で
の
財
政
状
況

を
踏
ま
え
て
、
補
正
予
算
で
対
応
す
る

考
え
で
あ
る
。

問

毎
年
区
長
よ
り
提
出
さ
れ
て
い

る
各
区
の
要
望
事
項
に
つ
き
十
六
年
度

の
内
容
と
十
七
年
度
実
施
見
通
し
は
ど

う
か
。

答

十
六
年
度
の
区
長
要
望
は
、
土

木
関
係
で
は
村
道
等
の
維
持
補
修
を
主

に
四
十
二
件
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
十
五

件
の
事
業
を
実
施
し
た
。
十
七
年
度
に

つ
い
て
は
、
骨
格
予
算
と
な
る
た
め
道

路
を
中
心
に
維
持
補
修
が
主
と
な
る
。

農
道
、
水
路
、
林
道
関
係
で
は
、
四
十

件
あ
っ
た
な
か
で
半
分
位
の
実
施
を
予

定
し
て
い
る
。十
七
年
度
に
つ
い
て
は
、

事
業
費
と
し
て
二
百
万
円
位
を
予
定
し

て
い
る
。

問

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
事
業
や

と
も
し
び
駅
伝
、
高
校
通
学
補
助
等
の

サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
は
あ
る
の
か
。

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
が
来
年
度

予
定
さ
れ
て
い
る
が
福
祉
関
係
の
予
算

は
ど
う
な
る
の
か
。
ど
こ
と
合
併
し
て

も
苦
し
い
の
は
同
様
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
自
律
の
精
神
で
の
地
域
の
活
性
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
今
後
の
地
域
振

興
策
は
ど
う
な
る
の
か
。

答

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
現
在
十
五

の
ク
ラ
ブ
が
あ
る
が
加
入
者
は
減
少
す

る
傾
向
に
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
は
医
療
費

の
削
減
に
も
結
び
つ
く
の
で
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
に
よ
り
加

入
率
を
五
十
％
ま
で
引
き
上
げ
た
い
。

と
も
し
び
駅
伝
の
村
負
担
は
、
七
十
万

円
だ
が
参
加
料
の
値
上
げ
も
含
め
支
出

内
容
は
見
直
し
を
図
り
た
い
。
高
校
通

学
費
の
補
助
は
十
七
年
度
も
継
続
し
た

い
。福

祉
関
係
の
扶
助
費
に
つ
い
て
は

国
、
県
の
補
助
金
に
よ
り
行
っ
て
い
る

事
業
が
多
い
。
経
常
的
経
費
で
あ
る
の

で
削
減
は
難
し
い
。

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、発
足
以
来
、

給
付
費
が
二
億
五
千
万
か
ら
四
億
円
近

く
に
な
り
、
要
介
護
認
定
者
も
百
七
十

人
か
ら
二
百
七
十
人
に
増
え
て
お
り
、

今
後
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

地
域
住
民
に
よ
る
地
域
お
こ
し
は
、

住
民
に
皆
さ
ん
が
自
ら
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
も
の
だ
が
、
そ
の
た
め
に
は
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

問

合
併
成
立
せ
ず
「
自
立
」
と
な

っ
た
場
合
の
予
算
編
成
は
ど
う
か
。

答

十
七
年
度
は
一
般
財
源
と
し
て

確
保
で
き
る
の
は
二
十
二
億
円
で
三
億

円
が
不
足
す
る
。
自
立
と
な
っ
た
場
合

は
基
金
の
取
り
崩
し
を
し
、
さ
ら
に
経

費
の
削
減
に
よ
る
予
算
編
成
と
な
る
。

問

合
併
に
つ
い
て
二
つ
の
法
定
協
議

会
に
お
い
て
協
議
中
だ
が
、
十
七
年
三

月
に
向
け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。
明
治
の
大
合
併
時

に
は
、
大
屋
か
ら
武
石
を
経
て
松
本
に

至
る
鉄
道
計
画
や
、
子
弟
教
育
の
充
実

を
と
大
き
な
学
校
建
築
も
あ
っ
た
。
平

成
の
大
合
併
は
、国
の
財
政
破
綻
か
ら

と
は
い
え
暗
い
話
し
が
多
い
。
ロ
マ
ン

を
秘
め
た
明
る
い
話
題
は
無
い
か
。

答

両
方
の
協
議
会
と
も
に
十
二
月

中
に
、
一
応
の
協
議
は
終
了
す
る
予
定

で
あ
る
。
一
月
に
入
っ
た
ら
中
・
下
旬

に
か
け
て
説
明
会
を
行
い
、
二
月
の
中

旬
ま
で
に
は
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
向
を

確
認
し
た
い
。
そ
の
後
二
月
中
に
は
ど

ち
ら
か
の
枠
組
み
で
の
協
定
書
の
調
印

を
済
ま
せ
関
係
町
村
の
議
会
に
合
併
関

係
の
議
案
を
提
案
し
、
議
決
を
い
た
だ

い
た
後
、
三
月
中
に
県
へ
申
請
書
の
提

出
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

児
童
館
に
つ
い
て
は
、
上
田
市
域
と

の
合
併
協
議
で
は
要
望
を
出
し
て
あ

る
。
Ｊ
Ａ
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
改
修

の
要
望
も
あ
る
。
合
併
を
し
て
も
武
石

と
い
う
地
域
は
残
る
。
皆
が
気
持
ち
を

一
つ
に
し
て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

な
る
。
千
四
百
億
円
の
事
業
を
ど
の
よ

う
に
行
う
か
、
ど
の
事
業
に
合
併
特
例

債
を
活
用
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
新
市

に
お
い
て
五
ヵ
年
の
基
本
計
画
、
三
年

の
実
施
計
画
、
ま
た
起
債
の
計
画
を
立

て
、
国
と
の
協
議
の
中
で
合
併
特
例
債

が
借
り
ら
れ
る
事
業
な
の
か
ど
う
か
を

精
査
を
し
、
緊
急
、
必
要
性
の
高
い
事

業
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

武
石
村
の
要
望
と
し
て
は
、
道
路
や

橋
の
改
良
、
農
道
、
水
路
の
改
修
、
児

童
館
の
建
設
や
図
書
館
の
整
備
、
若
者

定
住
促
進
住
宅
の
建
設
等
の
要
望
を
行

っ
て
い
る
。

問

地
域
医
療
の
充
実
、子
育
て
支
援
、

若
者
の
定
住
、
地
域
の
活
性
化
等
を
考

え
る
時
に
基
礎
と
な
る
安
心
し
て
子
供

を
出
産
で
き
る
施
設
が
重
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
依
田
窪
病
院
に
産
科
を
特
例
債

を
利
用
し
て
ぜ
ひ
と
も
実
現
し
た
い
と

考
え
る
が
い
か
が
か
お
聞
き
し
た
い
。

答

産
院
に
つ
い
て
は
、
丸
子
中
央

病
院
が
止
め
た
後
、
依
田
窪
病
院
へ
の

設
置
要
望
が
あ
っ
た
が
採
算
に
合
わ
な

い
と
い
う
見
通
し
で
あ
っ
た
。

武
石
と
し
て
も
産
院
の
設
置
に
つ
い

て
要
望
は
し
た
が
、
少
子
高
齢
化
の
な

か
で
経
営
的
に
成
り
立
た
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
子
育
て
支
援
に
つ
い

て
は
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
的
な

施
設
の
整
備
を
検
討
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
得
る
。

若
者
定
住
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に

は
、
若
者
向
け
の
賃
貸
住
宅
の
要
望
を

行
っ
た
。

▽
上
田
市
を
含
む
四
市
町
村
合

併
に
お
け
る
特
例
債
の
活
用

見
通
し
に
つ
い
て

小
池
　
文
男
議
員

問

上
田
地
域
四
市
町
村
で
の
合
併

時
は
、
一
千
二
百
億
円
の
事
業
要
望
が

あ
り
、
そ
の
う
ち
三
百
億
円
程
度
は
合

併
特
例
債
を
活
用
し
た
い
と
説
明
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
中
身
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。
又
、
武
石
で
は
ど
の
よ
う
な
要

望
を
さ
れ
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
た

い
。

答

合
併
協
議
の
新
市
建
設
計
画
に

あ
た
っ
て
は
、各
町
村
が
抱
え
る
課
題
、

予
定
さ
れ
て
い
る
事
業
に
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
か
の
調
査
の
結
果
、
四
市

町
村
合
わ
せ
た
事
業
費
で
約
千
四
百
億

円
、
二
百
四
十
の
事
業
が
あ
っ
た
。
ま

た
合
併
し
た
場
合
、
建
設
事
業
の
た
め

に
使
え
る
合
併
特
例
債
は
四
百
二
十
五

億
円
で
あ
り
こ
の
八
十
％
を
活
用
し
た

場
合
、
そ
の
額
は
三
百
四
十
七
億
円
に

1
月
14
日
保
育
園
の
ど
ん
ど
焼
き
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自
立
を
選
ん
だ
町
村
の
実
状
が
掲
載
さ

れ
て
い
た
が
、
そ
こ
に
は
自
立
プ
ラ
ン

を
立
て
て
住
民
の
協
同
で
事
業
を
行
お

う
と
し
て
い
る
が
住
民
の
協
力
が
得
ら

れ
な
い
と
あ
っ
た
。
波
田
町
で
は
、
保

育
園
の
統
合
が
現
実
の
も
の
と
な
り
、

朝
日
村
で
は
住
民
説
明
会
の
中
で
住
民

の
協
力
を
依
頼
し
た
り
、
負
担
増
を
お

願
い
し
て
も
住
民
の
反
発
が
強
く
、
そ

ん
な
こ
と
な
ら
合
併
す
れ
ば
よ
か
っ
た

と
言
う
声
が
多
く
出
さ
れ
て
い
る
と
報

道
さ
れ
て
い
る
。

合
併
す
る
か
、
自
立
す
る
か
と
い
う

と
き
に
出
さ
れ
た
自
立
の
た
め
の
様
々

な
意
見
や
熱
気
は
、
自
立
を
選
択
し
た

と
た
ん
ど
こ
か
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
と

の
事
で
あ
る
。

住
民
の
生
活
を
守
り
、
安
心
し
て
こ

の
地
域
で
生
活
し
て
も
ら
う
た
め
に

は
、
一
時
的
な
思
い
付
き
や
、
そ
の
と

き
い
る
職
員
が
少
し
労
働
を
す
れ
ば
良

い
と
い
う
よ
う
な
取
り
組
み
で
守
れ
る

も
の
で
は
な
く
、
持
続
・
継
続
可
能
な

施
策
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
、
は
じ
め

て
行
政
と
し
て
の
責
務
が
果
た
せ
る
と

思
っ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
考
え
に
立
っ
て
武
石
村

の
状
況
を
考
え
た
と
き
に
、
と
て
も
住

民
の
生
活
を
守
れ
る
も
の
で
は
な
い
、

将
来
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
い
う
判
断

の
基
に
、
合
併
協
議
を
申
し
込
み
、
現

在
最
終
段
階
に
来
て
い
る
。

麻
生
総
務
大
臣
が
、
今
年
度
の
三
位

一
体
の
改
革
の
中
で
、
補
助
金
の
削
減

つ
い
て
地
方
か
ら
の
意
見
を
聞
き
、
国

が
そ
れ
に
基
づ
い
て
協
議
し
た
の
は
、

江
戸
幕
府
が
ペ
リ
ー
来
航
の
折
、
諸
大

名
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
意
見

を
求
め
て
以
来
、
実
に
百
五
十
年
の
こ

と
で
あ
り
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
と

述
べ
て
い
る
。

国
の
再
生
へ
の
取
り
組
み
は
「
地
方

の
こ
と
は
地
方
」
が
責
任
を
持
っ
て
行

う
と
い
う
地
方
主
権
の
考
え
方
に
よ
っ

て
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
こ
の
流

れ
は
一
層
加
速
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
後
戻
り
す
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ

る
。こ

の
よ
う
な
中
で
、
国
が
行
う
べ
き

こ
と
地
方
が
行
う
べ
き
こ
と
が
整
理
さ

れ
、
地
方
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と
を
行

え
る
だ
け
の
自
治
体
の
規
模
と
財
源
が

な
け
れ
ば
住
民
の
生
活
を
守
る
こ
と
が

出
来
な
い
と
い
う
状
態
が
く
る
と
思

う
。
そ
の
た
め
の
取
り
組
み
を
今
は
一

生
懸
命
や
っ
て
る
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

問

今
年
の
台
風
や
新
潟
中
越
地
震

は
、各
地
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
。

被
災
者
へ
の
救
援
や
、
災
害
復
旧
な
ど

へ
の
支
援
活
動
、
地
震
対
策
の
強
化
な

ど
を
求
め
る
各
地
の
取
り
組
み
が
広
が

っ
て
い
る
が
村
の
対
策
は
ど
う
か
。

答

新
潟
中
越
地
震
に
つ
い
て
は
、

大
変
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
新
潟
県
民

に
甚
大
な
損
害
を
与
え
た
。
長
野
県
に

も
糸
魚
川
静
岡
構
造
線
等
危
険
視
さ
れ

て
い
る
活
断
層
が
沢
山
あ
る
。
村
の
防

災
計
画
に
つ
い
て
の
説
明
会
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
計
画
に
つ
い
て
は
、
依
田

窪
南
部
消
防
署
が
主
体
と
な
り
、
平
成

十
一
年
に
樹
立
し
て
い
る
。
こ
れ
は
災

害
発
生
時
に
お
け
る
対
応
の
要
領
を
定

め
た
も
の
で
あ
る
。
地
震
な
ど
の
大
規

模
災
害
が
発
生
す
る
と
、
食
料
、
水
、

毛
布
、
医
薬
品
、
燃
料
、
等
の
生
活
物

資
、
工
作
機
械
、
土
木
機
械
、
避
難
場

所
の
確
保
、
簡
易
ト
イ
レ
の
確
保
等
大

変
な
混
乱
が
予
想
さ
れ
る
。
今
後
防
災

倉
庫
の
設
置
、
物
資
の
備
蓄
の
予
算
付

け
に
考
慮
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。職

員
の
派
遣
に
つ
い
て
は
、
上
田
広

域
連
合
か
ら
は
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
と
し
て

消
防
士
が
派
遣
さ
れ
、
が
け
崩
れ
に
巻

き
込
ま
れ
た
車
の
中
か
ら
男
の
子
を
救

出
し
た
。
こ
の
現
場
に
は
、
依
田
窪
南

部
署
か
ら
は
二
名
、
武
石
村
か
ら
派
遣

し
て
い
る
消
防
士
も
一
名
救
出
に
携
わ

っ
て
い
た
。

成
人
式

問

村
の
先
行
き
が
不
透
明
の
中
、

新
年
度
の
予
算
の
組
立
て
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
、
思
い
切
っ
た
緊

縮
予
算
を
組
ん
で
み
る
気
は
無
い
か
。

合
併
問
題
は
本
当
に
困
れ
ば
必
然
的
に

合
併
す
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
。
会
社

で
も
銀
行
で
も
い
よ
い
よ
立
ち
行
か
な

く
な
っ
て
始
め
て
合
併
し
て
い
る
。
今

回
は
国
の
施
策
で
行
わ
れ
て
い
る
の
で

そ
の
深
刻
さ
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
今
年

の
上
田
市
の
当
初
予
算
は
か
つ
て
無
い

緊
縮
予
算
と
い
う
事
で
四
百
十
五
億
円

余
、
当
村
が
二
十
七
億
余
に
対
し
、

一
・
五
倍
の
青
木
村
が
二
十
三
億
余
、

行
政
コ
ス
ト
等
の
違
い
で
単
純
に
比
較

は
で
き
な
い
が
ざ
っ
と
上
田
市
の
二
倍

に
当
る
。
そ
の
中
で
上
田
市
は
少
子
高

齢
化
や
青
少
年
の
育
成
を
優
先
し
て
い

る
と
云
う
。
予
算
の
多
い
こ
と
は
悪
い

こ
と
で
は
な
い
が
合
併
す
れ
ば
武
石
に

来
る
予
算
も
十
億
円
台
に
な
る
こ
と
は

必
至
と
思
わ
れ
る
の
で
、
二
十
億
を
切

っ
た
中
で
の
青
少
年
の
育
成
や
福
祉
に

重
点
を
置
い
た
予
算
を
計
上
し
て
み
て

は
ど
い
か
。
予
算
の
縮
減
で
余
剰
の
職

員
が
出
た
ら
地
域
起
し
を
本
格
的
に
考

え
た
ら
ど
う
か
。

答

福
祉
関
係
予
算
は
他
町
村
に
比

べ
て
見
劣
り
す
る
も
の
で
は
な
い
と
思

う
。
介
護
保
険
の
低
所
得
者
対
策
も
や

っ
て
き
て
い
る
。
合
併
が
で
き
な
い
と

き
は
、
超
緊
縮
型
予
算
を
提
案
す
る
予

定
で
あ
る
。
職
員
給
に
つ
い
て
は
生
活

給
的
な
面
も
あ
り
、
な
か
な
か
難
し
い

面
も
あ
る
。
今
の
段
階
で
は
合
併
問
題

も
あ
り
職
員
体
制
は
手
一
杯
の
状
況
で

あ
る
。

青
少
年
の
健
全
育
成
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
本
村
の
場
合
は
一
村
一
校
と
い

う
こ
と
で
予
算
は
上
田
市
・
丸
子
町
に

比
べ
て
裕
福
で
あ
る
。
ふ
る
さ
と
学
級

と
し
て
地
域
を
回
り
調
べ
る
学
習
を
し

た
り
、
練
馬
区
と
の
交
流
と
し
て
三
泊

四
日
の
自
然
教
室
を
行
っ
て
い
る
。
最

近
の
子
供
は
学
習
意
欲
が
な
か
っ
た

り
、
生
活
習
慣
が
で
き
て
い
な
か
っ
た

り
問
題
も
あ
る
の
で
家
庭
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

学
校
と
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
特
色
あ

る
学
校
運
営
を
進
め
て

行
き
た
い
。

▽
平
成
十
七
年
度
予
算
に
つ
い
て

宮
原
　
文
男
議
員
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は
そ
れ
ほ
ど
な
い
も
の
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
今
行
っ
て
い
る
事
業
を
極
端

に
変
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
、
こ

こ
の
事
業
が
そ
ん
な
に
違
い
が
あ
る
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
武
石
村
が

置
か
れ
て
い
る
状
況
か
ら
見
て
、
合
併

を
し
な
け
れ
ば
絶
対
に
や
っ
て
行
け
な

い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

中
で
、
依
田
窪
の
合
併
は
、
合
併
と
い

う
手
段
を
使
っ
て
の
行
政
の
効
率
化
を

図
り
、
経
費
を
削
減
す
る
努
力
を
最
大

限
行
っ
て
行
く
。
そ
の
よ
う
な
努
力
を

し
て
も
六
年
間
は
財
政
的
に
赤
字
が
続

く
。
し
か
し
地
方
分
権
の
流
れ
の
中
で

は
、
い
っ
た
ん
合
併
し
て
も
も
う
一
段

の
合
併
が
求
め
ら
れ
る
規
模
で
の
合
併

と
考
え
ら
れ
る
。

上
田
地
域
の
合
併
は
、
行
政
の
効
率

化
と
と
も
に
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
で

取
り
組
め
る
と
い
う
、
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
発
想
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
依
田
窪
よ
り
規
模
が
大
き
い
合
併

で
あ
る
の
で
、
経
費
削
減
効
果
も
大
き

く
、
合
併
後
の
財
政
状
況
も
大
丈
夫
だ

と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
地

方
分
権
と
い
う
国
の
構
想
の
受
け
皿
と

な
り
う
る
規
模
の
合
併
単
位
で
あ
る
と

考
え
る
。

四
件
の
設
置
、
バ
ス
通
の
児
童
の
家
に

つ
い
て
は
バ
ス
停
ま
で
の
出
迎
え
の
連

絡
を
す
る
と
と
も
に
、
犯
罪
に
遭
遇
し

た
時
の
心
構
え
に
つ
い
て
指
導
し
て
い

る
。
小
中
学
校
で
の
い
じ
め
は
今
の
と

こ
ろ
な
い
。
中
間
教
室
に
は
現
在
、
小

学
生
一
名
、
中
学
生
三
名
が
通
学
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

村
に
お
い
て
は
、
現
在
シ
カ
、
イ
ノ

シ
シ
に
よ
る
農
林
産
物
の
被
害
が
お
き

て
い
る
。
山
沿
い
の
田
畑
の
作
物
が
食

害
に
、
ま
た
植
林
し
た
ヒ
ノ
キ
の
幹
の

皮
が
シ
カ
に
よ
っ
て
む
か
れ
枯
れ
て
し

ま
う
食
害
が
お
き
て
い
る
。
対
策
と
し

て
は
、
電
気
柵
の
設
置
、
猟
友
会
の
年

間
を
通
じ
て
の
有
害
鳥
獣
駆
除
、
ま
た

植
林
木
に
は
幹
に
薬
を
塗
り
被
害
対
策

を
行
っ
て
い
る
。

交
通
弱
者
に
対
す
る
施
策
は
、
要
望

が
あ
っ
て
運
行
し
て
も
利
用
者
が
い
な

い
と
い
う
よ
う
な
状
況
が
見
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
利
用
す
る
人
に
便
利
で
、

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕
組
み

に
し
た
ら
と
い
う
こ
と
で
現
在
皆
さ
ん

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。こ
の
結
果
を
分
析
し
て
、

ど
の
よ
う
な
運
行
が
で
き
る
か
検
討
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

炭
焼
き
体
験
教
室

▽
合
併
問
題
に
つ
い
て

▽
最
近
の
問
題
か
ら

松
　
久
　

晃
議
員

問

二
つ
の
法
定
協
議
会
が
行
わ
れ

て
い
る
が
な
か
な
か
実
体
が
見
え
て
こ

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
協
議
の
結
果

は
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
行
政
の
変
化

を
最
小
限
に
留
め
負
担
を
軽
く
し
た
い

と
思
う
気
持
ち
は
理
解
で
き
る
が
、
最

終
段
階
に
入
っ
た
こ
の
問
題
を
住
民
に

何
時
ど
の
よ
う
に
説
明
し
判
断
し
て
い

く
の
か
。

答

一
月
に
入
っ
た
ら
、
各
地
区
を

回
り
説
明
会
を
開
催
し
た
い
と
思
う
。

先
日
上
田
市
域
で
の
住
民
公
聴
会
で
使

わ
れ
た
よ
う
な
大
き
な
映
像
を
使
っ

て
、
な
る
べ
く
わ
か
り
や
す
い
資
料
で

ご
説
明
を
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
に
も
お
願

い
し
て
説
明
の
機
会
を
持
た
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

問

最
近
の
問
題
と
し
て
鳥
獣
害
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。
被
害
状
況
と
対
策

に
つ
い
て
、
又
檻
等
の
設
置
や
取
扱
う

際
の
免
許
等
の
内
容
を
教
え
て
頂
き
た

い
。次

に
小
さ
な
子
供
や
老
人
の
交
通
弱

者
と
言
わ
れ
る
人
達
の
こ
と
を
伺
い
た

い
。
現
在
行
っ
て
い
る
施
策
や
、
今
後

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
伺
い
た
い
。
又
、

沖
地
区
内
の
歩
道
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
お
聞
き
し
た
い
。

最
後
に
教
育
現
場
で
の
殺
傷
事
件
が
多

く
報
道
さ
れ
て
い
る
が
武
石
小
学
校
、

南
部
中
学
校
等
で
の
い
じ
め
や
不
登

校
、
ひ
き
こ
も
り
等
、
又
不
審
者
対
策

や
危
機
管
理
に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
。

答

児
童
生
徒
に
関
わ
る
凶
悪
事
件

が
多
発
す
る
中
で
子
供
の
安
全
安
心
の

確
保
、
教
室
へ
の
不
審
者
の
乱
入
に
備

え
る
取
り
組
み
か
ら
通
学
路
の
安
全
対

策
ま
で
子
供
の
犯
罪
防
止
に
向
け
た
対

策
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
武
石
小
に
お

い
て
も
、
防
犯
ベ
ル
の
携
帯
、
集
団
の

登
下
校
の
徹
底
、
安
全
安
心
の
家
三
十

▽
行
政
改
革
と
合
併

▽
震
災
、
台
風
、
豪
雨
、
災
害

か
ら
、
住
民
の
暮
し
と
生
活

を
守
る
た
め
に

新
井
　
繁
雄
議
員

問

今
、
国
は
地
方
行
政
地
方
行
政

い
じ
め
に
留
ま
ら
ず
、
住
民
い
じ
め
が

進
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
市
町
村
と

い
う
単
位
す
べ
て
に
、
地
方
行
政
の
行

き
詰
ま
り
を
招
く
も
の
で
あ
る
。
合
併

問
題
も
三
位
一
体
の
改
革
か
ら
、
地
方

に
権
限
を
委
譲
す
る
と
か
、
自
主
財
源

を
委
譲
す
る
と
か
、
受
け
皿
づ
く
り
に

合
併
を
と
言
っ
て
い
た
が
、
ど
う
も
そ

の
た
め
の
合
併
で
は
な
く
、
中
央
集
権

的
な
方
向
に
進
め
る
た
め
の
手
段
に
な

っ
て
い
る
。
福
祉
、
教
育
な
ど
に
対
す

る
、
国
の
責
任
を
後
退
さ
せ
、
地
方
財

政
の
削
減
を
進
め
る
も
の
で
、
自
治
体

の
仕
事
を
困
難
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

住
民
税
を
上
げ
て
、
所
得
税
を
下
げ
る

と
い
う
、
国
税
は
沢
山
と
っ
て
い
る
人

が
、
沢
山
払
う
の
が
道
理
で
あ
る
。
こ

の
時
期
に
本
来
の
住
民
自
治
に
力
を
入

れ
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答

現
在
合
併
に
対
す
る
様
々
な
記

事
が
載
っ
て
い
る
。
先
日
の
新
聞
で
は
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◇
自
家
用
自
動
車
の
変
更
手
続
き

は
お
済
で
し
ょ
う
か
？

自
動
車
検
査
証
の
確
認
が
必
要
な
方

○
廃
車
を
し
た
方

○
自
動
車
を
他
人
に
譲
ら
れ
た
方

平
成
17
年
３
月
25
日（
金
）ま
で
に

手
続
き
を
済
ま
せ
る
と
納
税
通
知
は

変
更
後
の
方
に
発
送
さ
れ
ま
す
。
お

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
が
さ
れ
て
い
な
い
と
自
動

車
の
納
税
通
知
が
き
ま
す
。

自
動
車
の
手
続
き
で
お
困
り
の
方

は
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
主
な
業
務
内
容
】

自
動
車
の
名
義
変
更
・
廃
車
の
手

続
き
等
の
代
行
業
務
、「
車
庫
証
明
書
」

の
代
行
業
務
、
自
動
車
保
管
場
所
の

現
地
調
査
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
の

販
売
等

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
自
家
用
自
動
車
協
会
依
田

窪
支
部
（
42
‐
２
７
５
８
）

働
き
な
が
ら
技
能
を
取
得
し
て
立

派
な
技
能
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
る

技
能
開
発
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

技
能
は
、
一
生
の
宝
物
で
す
。
専

門
技
能
を
身
に
つ
け
て
、
生
活
の
安

定
と
地
域
社
会
に
貢
献
し
ま
し
ょ
う
。

◇
募
集
専
門
職
種

・
木
造
建
築
科
・
建
築
板
金
科
・

造
園
科
・
建
築
設
計
科
・
左
官
タ

イ
ル
科
・
配
管
科
・
溶
接
科

◇
募
集
締
切
日

平
成
17
年
３
月
15
日（
月
）

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

℡
22
‐
２
６
６
６

全
国
の
行
刑
施
設
（
刑
務
所
・
少

年
刑
務
所
・
拘
置
所
）
で
は
、
現
在

約
六
万
千
人
の
受
刑
者
が
社
会
復
帰

を
め
ざ
し
て
諸
種
の
作
業
や
各
種
職

業
訓
練
に
励
ん
で
お
り
、
本
即
売
会

は
、
社
会
復
帰
に
向
け
た
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
刑
務
所
作

業
製
品
の
展
示
即
売
な
ど
に
よ
り
、

地
域
社
会
の
方
々
に
ご
理
解
い
た
だ

き
、
そ
の
力
添
え
の
下
、
円
滑
な
社

会
復
帰
を
図
る
た
め
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

◇
日
時

平
成
17
年
２
月
５
日（
土
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

平
成
17
年
２
月
６
日（
日
）

午
後
９
時
か
ら
午
後
３
時

◇
場
所

丸
子
町
文
化
会
館
　
小
ホ
ー
ル

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
刑
務
所
企
画
部
門
（
作
業
）

（
℡
０
２
６
‐
２
４
５
‐
０
９
０
０
）

1月分の水道水水質検査結果について 

※注〇印‥‥‥‥検査した全ての項目が水質基準に適合 
　　△印‥‥‥‥検査した項目のうち一部が水質基準に不適合 
　　×印‥‥‥‥検査した項目全てが水質基準に不適合 

長 坂 水 系 

唐沢権現水系 

余 里 水 系 

〇 

〇 

〇 

浄水基本10項目の 
水質基準判定 ※注 

無 

無 

無 

水質基準の 
不適合項目 備　　　　　考 

権現の一部を除く上本入地区に給水 

余里地区に給水 

権現の一部と余里を除く村内全域と丸子町腰越の一部に給水 

2月 2月 
自
家
用
自
動
車
の

変
更
手
続
き
に
つ
い
て

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

技
能
開
発
訓
練
生
の
募
集

刑
務
所
作
業
製
品

展
示
即
売
会

期　　日　平成17年2月26日（土）15：00～18：30 
場　　所　ブライダルホール「ラ・ヴエリテ」（東御市田中63-4） 
内　　容　ネイルアート講座（女性）／ワイン・カクテル講座（男性）／交流会 
募集人員　男女とも各30人（定員になり次第締切） 
対　　象　将来、交流の中から親睦を深め、結婚をと考えている男女で、 
　　　　　女性は25歳以上、男性は30歳以上であること。 
　　　　　ただし、男性は、上田市、東御市、小県郡地域に在住していること。 
参 加 料　男性：１人5,000円　　女性：１人3,000円 
申込方法　2月1日（火）～2月18日（金） 
　　　　　参加希望者ご本人による電話での申込（平日9：00～17：00のみ受付） 
申 込 先　独身男女交流会事業実行委員会事務局 
　　　　　上田地域広域連合事務局　企画課内TEL0268-23-2130 
主　　催　独身男女交流会事業実行委員会 
　　　　　（構成団体：上田地域広域連合、上田地域8市町村、 
　　　　　　上田地域8社会福祉協議会、JA信州うえだ） 

平成16年度　第2回 独身男女交流会参加者募集 

15 第8回丸子町・長門町・武石村・和田村・合併協議会
18 議会全員協議会

22～23 議会視察研修（愛知県蒲郡市クリーンセンター）
24 議会全員協議会
25 第11回上田市・丸子町・真田町・武石村合併協議会
30 第9回丸子町・長門町・武石村・和田村・合併協議会

3 議会運営委員会・議会全員協議会
8 議会全委員協議会

8～21 第4回定例議会
11 第12回上田市・丸子町・真田町・武石村合併協議会

11 議会全員協議会
15 第10回丸子町・長門町・武石村・和田村・合併協議会
16 議会全員協議会
20 議会全員協議会
24 第13回上田市・丸子町・真田町・武石村合併協議会
27 第11回丸子町・長門町・武石村・和田村・合併協議会

9 消防出初式
13 上田地域議員研修会
14 第1回臨時議会
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12月

11月

1月

議会の動き

　総務省統計局では、5年ごとに実施する国勢調査をはじめ、毎月実施する統計調査など、さ
まざまな統計調査を行っています。これらの統計調査より得られる結果は、現在の社会・経
済の状況を反映しており、政策の立案などに幅広く利用されています。 

　　　平成3年以降、完全失業者数は増加が続いていましたが、平成15年には完全失業者数が350万
人と、前年に比べ9万人の減少となりました。一方、完全失業率は平成13年に初めて5.0％となり、14
年は5.4％へ上昇し、15年は5.3％と若干低下しましたが、雇用環境は依然厳しい状況が続いています。  
●労働力調査は、わが国における就業・不就業の実態を明らかにする調査です。労働力調査の結果
は景気を判断する指標の一つとなっています。 

■労働力調査 
　平成14年に比べて、平成15年の完全失業者数は？ 

　　　日本の1世帯当たり1か月間の生活費（消費支出）の平均は26万6千円です。しかし単身世
帯は17万2千円、二人以上の世帯は30万2千円となっており、世帯人数が増加すると消費支出も
増加する傾向にあります。  
●家計調査は、世帯の収入と支出を調べるために行われています。家計調査の結果は、国民生活の
実態を把握するものとして、政府・地方公共団体ばかりでなく、民間の会社や研究所、労働組合
などでも広く利用されています。 

■家計調査 
　日本の１世帯当たり１か月間の生活費の平均は（平成15年平均）？ 

　　　用途別に、インターネット利用状況（平成15年平均）を見ると、情報収集が37.7％と最も
多く、次いで電子メールが30.6％、インターネットショッピングが11.5％となっています。  
●家計消費状況調査は、個人消費の動向を的確に把握するために行われています。購入頻度が少な
い高額な商品・サービスや、近年増加が著しいＩＴ（情報技術）関連の商品・サービスなどへの、
世帯における支出などを安定的に把握する調査です。 

■家計消費状況調査 
　インターネット利用者の用途で最も多いのは？ 
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